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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 
総人口　51,928人（27） 
　男　　24,326人（　1） 
　女　　27,602人（26） 
世帯数　22,491　（　7） 

東市来地域　12,807人 
伊集院地域　24,492人 
日吉地域　　　5,512人 
吹上地域　　　9,117人 

1月1日現在 （　）は前月比 

「師走の伊集院を元気いっぱい力走」 
　いじゅういん梅マラソンジョギング大会
が師走の伊集院で行われ、参加者は、記
録に挑戦したり、思い思いのペースで走
ったりとそれぞれマイペースでさわやか
な汗を流しました。 
（「過去最高の3260人がさわやかに力走」 

P17関連記事） 
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自
助
・
共
助
の
精
神
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る 

向
湯
田
自
治
会
（
東
市
来
地
域
） 

▲活躍しているお助けマン ▲山元登会長

▲自主防災組織で毎年行う訓練

▲「憩いの日」に子どもたちと交流

治
会
活
動
を
行
う
に
当
た
っ
て

は
、
住
民
の
意
向
を
反
映
さ
せ

る
た
め
、
運
営
委
員
会
を
行
い
な
が

ら
、
実
施
し
て
い
ま
す
。 

齢
者
と
子
ど
も
た
ち
に
優
し
い

集
落
を
目
指
し
て
、
四
月
に
小

中
学
生
の
安
全
な
通
学
を
確
保
す
る

た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
と
安
全
通
学

見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
）
と
の
交
流
会
を
実
施
し
ま

す
。 

　
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
高
齢
者

が
登
下
校
の
時
間
帯
に
合
わ
せ
、
家

の
外
に
出
て
庭
掃
除
や
散
歩
な
ど
を

行
い
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
見
守
る
取
り
組
み
で
す
。 

　
台
風
お
助
け
マ
ン
は
、
高
齢
者
に

対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、

平
成
十
三
年
に
結
成
し
ま
し
た
。
結

成
当
時
は
、
台
風
、
大
雨
な
ど
が
予

想
さ
れ
る
と
き
に
高
齢
者
宅
の
雨
戸

の
開
け
閉
め
な
ど
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
で
は
、
お
助
け
マ
ン
と
し
て
、

高
木
の
剪
定
な
ど
高
齢
者
が
で
き
な

い
作
業
な
ど
も
手
伝
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

き
い
き
サ
ロ
ン
は
「
憩
い
の
日
」

と
し
て
、
年
六
回
開
催
し
て
い

ま
す
。 

　
サ
ロ
ン
で
は
、
季
節
の
行
事
や
子

ど
も
た
ち
と
の
交
流
、
食
事
会
な
ど

を
行
い
、
生
き
が
い
健
康
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
は
、
平
成

十
二
年
に
設
置
。
毎
年
、
消
防
本
部

か
ら
職
員
を
招
き
、
初
期
消
化
訓
練

と
救
急
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

年
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
で
公
民
館
の
利
用
促
進
を
図

る
た
め
の
空
調
設
備
や
パ
ソ
コ
ン
、

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
を
購
入
し
、
十
二
月

に
備
品
の
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。 

　
今
後
、
こ
の
備
品
を
活
用
し
た
活

動
な
ど
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

り
よ
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

は
、
集
落
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
「
声

か
け
・
あ
い
さ
つ
」
が
基
本
だ
と
思

い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
「
共
生
・
協
働
」
の

地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
意
思
の
疎

通
と
相
互
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
自

治
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

で
す
。 

自 高 

い 今 

よ 
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向湯田自治会 
（東市来地域） 

　
東
市
来
地
域
の
北
西
部
、
湯
田

地
区
を
形
成
す
る
自
治
会
の
一
つ

向
湯
田
自
治
会
。
平
成
二
十
二
年

一
月
一
日
現
在
で
百
七
十
六
世
帯

四
百
七
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

　
い
ち
き
串
木
野
市
と
の
市
境
に

位
置
し
、
南
に
流
れ
る
大
里
川
に

平
行
し
て
山
す
そ
に
住
宅
地
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
に

は
湯
田
小
学
校
、
湯
之
元
駅
、
ス

ー
パ
ー
な
ど
が
近
い
た
め
、
住
環

境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。 

今月の 
表　紙 

む
か
　
ゆ
　
だ 



日置市長　宮路　高光 日置市議会議長　成田　　浩 

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希

望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
昨
年
の
日
置
市
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
は
、
無
投
票
当
選
の
栄
誉
を
賜

り
引
き
続
き
市
政
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
誠
に
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、
あ

ら
た
め
て
そ
の
責
任
の
重
さ
を
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

　
さ
て
、
日
置
市
の
行
財
政
運
営
や

諸
行
事
な
ど
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
順
調
に
市

政
運
営
が
行
え
て
お
り
ま
す
こ
と
に

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
ま
た
、
昨
年
は
衆
議
院
総
選
挙
に

よ
り
ま
し
て
、
民
主
党
を
中
心
と
し

た
政
権
交
代
が
あ
り
、
行
政
刷
新
会

議
に
お
い
て
既
存
事
業
の
事
業
仕
分

け
が
行
わ
れ
、
地
方
に
お
い
て
は
こ

の
行
方
に
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
景
気
の
持
ち

直
し
が
不
透
明
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ

社
会
情
勢
が
好
転
し
な
い
状
況
が
予

想
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で
は
行
財

政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
に
財
政
規

模
の
縮
減
を
行
い
な
が
ら
社
会
基
盤

の
整
備
を
進
め
、
市
民
の
生
活
向
上

に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
み
、
特

に
地
域
の
課
題
な
ど
を
解
決
す
る
た

め
に
二
十
六
の
地
区
公
民
館
を
核
と

し
た
地
区
振
興
計
画
に
基
づ
く
地
区

の
住
環
境
の
整
備
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
お
き
ま
し
て

は
、
地
域
活
性
化
の
た
め
、
夏
祭
り

大
会
や
文
化
祭
、
産
業
祭
な
ど
も
新

た
に
始
め
て
い
た
だ
い
た
所
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
活
動
こ
そ
私
の
求
め
て

い
る
地
域
づ
く
り
で
あ
り
、
地
域
の

人
材
・
資
源
を
生
か
し
た
活
動
を
通

し
て
地
区
の
活
力
の
源
と
な
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
全
地
区
に

広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
と

こ
ろ
で
す
。 

　
今
後
と
も
行
政
と
地
域
や
市
民
が

担
う
役
割
を
分
担
し
合
っ
て
、
地
域

づ
く
り
や
生
活
課
題
の
解
決
は
市
民

自
ら
積
極
的
に
参
加
し
て
い
く
意
識

を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。 

　
本
年
は
合
併
五
周
年
を
迎
え
る
節

目
の
年
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
日
置

市
の
人
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
を
優

先
課
題
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

が
独
自
の
地
域
活
性
化
の
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
資
源
を
活
用
し
た
日
置

市
民
と
し
て
の
「
ひ
と
」・「
も
の
」・

「
こ
こ
ろ
」
の
醸
成
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
の
一
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
健

康
で
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

　
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
私
ど
も
議
員
一
同
は
、
昨
年
五
月

に
行
わ
れ
た
市
議
会
議
員
選
挙
に
お

き
ま
し
て
、
皆
さ
ま
の
ご
支
持
に
よ

り
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
ら
た

め
て
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
市
民

の
視
点
で
行
財
政
に
対
す
る
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
議

会
運
営
の
活
性
化
な
ど
市
民
の
負
託

に
応
え
ら
れ
る
議
会
と
し
て
議
員
二

十
二
人
が
一
丸
と
な
り
、
市
政
発
展

に
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
て
お
り
ま
す
。 

　
さ
て
日
置
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
日
々

変
化
す
る
社
会
経
済
情
勢
の
中
、
昨

今
の
世
界
的
な
同
時
不
況
に
よ
る
影

響
か
ら
景
気
低
迷
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
お
り
、
雇
用
情
勢
の
悪
化
な
ど
市

民
生
活
に
も
大
き
な
影
響
が
及
ん
で

お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
、

厳
し
い
財
政
状
況
と
い
う
厳
し
い
現

状
に
加
え
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

市
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
急
激
に
変

化
し
て
お
り
ま
す
。 

　
一
方
で
、
国
政
に
お
い
て
は
民
主

党
を
中
心
と
す
る
新
政
権
が
誕
生
し
、

地
方
分
権
へ
の
潮
流
は
大
き
な
う
ね

り
と
な
り
、
ま
さ
に
時
代
の
転
換
期

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
日
置
市
は
本
年
、

市
制
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。
未
来
に

向
か
っ
て
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す

区
切
り
の
年
で
も
あ
り
、
ま
た
、
今

後
の
市
政
運
営
を
見
通
す
上
で
非
常

に
重
要
な
年
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
将
来
に
渡
り
、
弾
力
的

で
足
腰
の
強
い
健
全
な
財
政
構
造
を

構
築
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
福
祉
、
保
健
医
療
、
産
業
、

教
育
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お

い
て
も
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
一
つ
一
つ
の
課
題
を
市

民
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
の
皆
さ

ま
が
一
体
と
な
っ
て
支
え
合
う
「
共

生
・
協
働
の
地
域
づ
く
り
」
の
推
進

が
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
も
の

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
「
地
理
的
特
性
と
歴

史
や
自
然
と
の
調
和
を
生
か
し
た
ふ

れ
あ
い
あ
ふ
れ
る
健
や
か
な
都
市
づ

く
り
」
を
基
本
理
念
と
し
、
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

諸
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
た

め
に
議
会
と
致
し
ま
し
て
も
最
善
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
結
び
に
、
こ
の
一
年
が
皆
さ
ま
に

と
り
ま
し
て
、
健
康
で
実
り
多
き
幸

せ
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。 

 

　
１
月 

吹
上
青
松
太
鼓
新
春
初
打
ち（
１
日
）

▼
市
成
人
式（
３
日
）▼
市
消
防
出
初

式（
11
日
）▼
鹿
児
島
城
西
高
校
全
国

高
校
サ
ッ
カ
ー
大
会
準
優
勝
祝
賀
パ
レ

ー
ド（
16
日
）▼
第
56
回
南
九
州
美
術

展
審
査
会（
22
日
）▼
市
認
定
農
業
者

連
絡
会
設
立
総
会（
22
日
） 

            

　
２
月 

市
生
涯
学
習
大
会（
７
日
）▼
第
56
回

鹿
児
島
県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
競

走
大
会
日
置
市
通
過（
15
日
）▼
第
一
回

市
い
ち
ご
品
評
会（
24
日
） 

 

　
３
月 

鹿
児
島
県
ち
び
っ
こ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
開
会
式（
１
日
）▼
稲
荷
神
社
お
田

植
え
祭（
３
日
）▼
た
じ
ま
ど
ん（
８
日
）

▼
船
こ
ぎ
祭
り（
20
日
）▼
も
ち
ひ
っ
ぱ

れ（
20
日
）▼
吹
上
温
泉
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会（
25
日
） 

 

　
４
月 

吹
上
青
松
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会（
５
日
）▼

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
出
発
式（
６

日
）▼
湯
之
元
馬
頭
観
音
馬
踊
り（
12

日
）▼
チ
ェ
ス
ト
館
来
館
者
２
５
０
万
人

を
突
破（
18
日
）▼
ひ
ま
わ
り
館
四
周
年

誕
生
祭（
26
日
） 

           

　
５
月 

第
17
回
ふ
る
さ
と
港
祭
り（
３
日
）▼
荻
・

伊
勢
神
社
奉
納
棒
踊
り（
４
日
）▼
市

春
季
畜
産
共
進
会（
20
日
）▼
ウ
ミ
ガ

メ
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
開
始
式（
22
日
）▼

市
荒
茶
品
評
会（
22
日
） 

 

　
６
月 

せ
っ
ぺ
と
べ（
７
日
）▼
第
一
回
市
子
ど
も

読
書
活
動
推
進
大
会（
27
日
）▼
チ
ェ
ス

ト
小
鶴
ド
ー
ム
杯
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会（
14

日
） 

 

　
７
月 

江
口
ロ
ン
グ
ボ
ー
ド
ク
ラ
シ
ッ
ク

2
0
0
9（
18
日
）▼
市
小
学
校
水
泳

記
録
会（
23
日
）▼
湯
之
元
温
泉
と
う

ろ
う
祭
り（
25
日
）▼
吹
上
か
め
の
子
サ

ッ
カ
ー
県
大
会（
26
・
27
日
）▼
地
域
審

議
会
合
同
会（
30
日
） 

 

　
８
月 

国
際
サ
ン
ド
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
0
9（
２
日
）▼
第
21
回
永
吉
川

筏
下
り（
５
日
）▼
北
山
の
火
振
り（
15

日
）▼
伊
作
太
鼓
踊
奉
納（
28
日
）▼
市

総
合
防
災
訓
練（
30
日
） 

            

　
９
月 

市
秋
季
畜
産
共
進
会（
３
日
）▼
日
置

地
区
講
演
を
聴
く
会（
11
日
）▼
全
九

州
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会（
13
日
）▼
敬

老
訪
問（
15
日
）▼
吹
上
青
松
弓
道
大

会（
23
日
）▼
は
だ
し
の
コ
ン
サ
ー
ト
in

江
口
浜（
27
日
） 

  
日
吉
秋
祭
り
花
火
大
会（
10
日
）▼
第

７
回
山
神
の
響
炎（
11
日
）▼
妙
音
十

二
楽
演
奏
会（
12
日
）▼
市
小
学
校
陸

上
記
録
会（
20
日
）▼
妙
円
寺
詣
り
大

行
進
（
17
日
）
▼
吹
上
秋
祭
り

2
0
0
9（
18
日
）▼
妙
円
寺
詣
り
フ
ェ

ス
タ（
24
・
25
日
）▼
妙
円
寺
詣
り
行
事

大
会（
25
日
）▼
韓
国
南
原
市
立
国
楽

団
日
置
市
公
演（
31
日
）▼
第
24
回
美

山
窯
元
祭
り（
31
〜
３
日
） 

           

日
置
市
芸
術
祭（
８
日
）▼
第
17
回
深

固
院
祭
り（
15
日
）▼
伊
作
流
鏑
馬
奉

納（
23
日
）▼
高
山
ふ
る
さ
と
秋
ま
つ
り

（
29
日
）▼
妙
見
神
社
相
撲
大
会（
29
日
） 

  

マ
レ
ー
シ
ア
親
善
団
来
市（
４
日
）▼
鹿

児
島
県
P
T
A
研
究
会（
５
日
）▼
第

15
回
ま
る
ご
と
伊
集
院
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
12
・
13
日
）▼
第
27
回
い
じ
ゅ
う
い
ん
梅

マ
ラ
ソ
ン
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会（
13
日
） 

　
１０
月 

 
　
１１
月 

 

　
１２
月 

 

平
成
　２１
年
　
市
の
主
な
出
来
事
 

▲チェスト館来館者250万人を突破 
▲韓国南原市立国楽団日置市公演 

▲鹿児島城西高校祝賀パレード ▲伊作太鼓踊奉納 



　
日
置
市
成
人
式
が
一
月
三
日
、
伊

集
院
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
、
新
成
人
を
迎
え
た
の
は
平

成
元
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
二
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
六
百
五
人
。 

　
式
典
は
、
吹
上
青
松
太
鼓
保
存
振

興
会
に
よ
る
太
鼓
演
奏
が
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
を
飾
り
、
勇
壮
な
太
鼓
の
響
き

で
幕
を
開
け
ま
し
た
。 

　
式
で
は
、
宮
路
市
長
が
「
選
挙
権

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
が
付

与
さ
れ
る
一
方
で
、
社
会
の
一
員
と

し
て
、
地
域
や
国
の
発
展
の
た
め
に

貢
献
し
、
日
本
の
未
来
を
担
う
と
い

う
重
い
責
任
が
伴
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
を
自
覚
し
、
自
ら
の
判
断
と
責
任

に
よ
り
行
動
す
る
こ
と
が
強
く
求
め

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
家
族
、
友
人
、

地
域
の
方
な
ど
多
く
の
人
と
の
結
び

つ
き
を
大
事
に
し
、
人
間
的
に
さ
ら

に
大
き
く
成
長
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
皆
さ
ん

を
慈
し
み
、
育
て
て
こ
ら
れ
た
両
親

へ
の
感
謝
と
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る

気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
自
ら

の
夢
の
実
現
と
日
置
市
の
未
来
の
た

め
、
活
躍
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
激
励
。
市
議
会
や
各
種
団
体

の
代
表
者
、
恩
師
、
保
護
者
ら
も
新

成
人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
こ
た
え
て
、
各
地
域
か
ら

選
出
さ
れ
た
実
行
委
員
の
川
畑
沙
織

さ
ん
、
柿
内
利
江
さ
ん
、
永
里
円
香

さ
ん
、
岡
元
裕
さ
ん
が
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。（
要
旨
別
掲
） 

　
ま
た
、
副
実
行
委
員
長
の
鵜
狩
大

地
さ
ん
（
日
吉
）
が
「
私
た
ち
は
四

つ
の
町
で
そ
れ
ぞ
れ
生
ま
れ
、
日
置

市
と
い
う
素
晴
ら
し
い
こ
の
地
で
育

ち
、
出
会
い
、
友
情
を
は
ぐ
く
み
、

助
け
合
い
な
が
ら
共
に
生
き
て
き
ま

し
た
。
こ
の
仲
間
と
の
出
会
い
が
自

分
の
人
生
に
お
い
て
大
き
な
影
響
を

与
え
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
い
つ
も
私
た
ち
を
見

放
す
こ
と
な
く
守
り
続
け
て
く
れ
た

両
親
、
勉
強
や
人
間
と
し
て
の
教
え

を
く
だ
さ
っ
た
先
生
、
苦
楽
を
共
に

し
、
互
い
に
励
ま
し
あ
っ
た
仲
間
た

ち
、
わ
が
子
の
よ
う
な
ま
な
ざ
し
で

見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
方
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
支
え
ら

れ
て
生
き
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

私
た
ち
が
で
き
る
恩
返
し
は
、
今
後
、

社
会
の
担
い
手
と
し
て
一
日
一
日
を

し
っ
か
り
生
き
抜
き
、
今
ま
で
お
世

話
に
な
っ
た
人
た
ち
を
支
え
る
こ
と

で
す
。
こ
れ
ま
で
の
二
十
年
間
の
人

生
に
か
か
わ
っ
た
方
々
に
心
か
ら
感

謝
し
ま
す
」
と
新
成
人
を
代
表
し
て

謝
辞
、
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

　
人
生
の
最
も
大
き
な
節
目
と
も
い

え
る
成
人
式
は
、
当
人
だ
け
で
な
く

両
親
や
周
り
の
関
係
者
に
と
っ
て
も

大
切
な
日
で
す
。
自
立
の
儀
式
で
あ

る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
を
担
う
社
会
人
と
し
て
成
長
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

成人式　2010

　先日、自分の不注意でたくさん
の人に迷惑をかけてしまい、その
ことを通して、自分の責任感のな
さを感じ、まだ大人になりきれてい
ない自分を悔しく思いました。20
歳になり、大人の仲間入りをしまし
たが、自分の周りのいろいろな人
に支えられている事をいつも忘れ
ずに、責任ある行動がとれる大人
になりたいと思います。 

東市来地域実行委員 

川畑　沙織さん 

　私たちは、これまでいくつもの出
会いと別れを繰り返し、多くの経
験をしながら成長してきました。今
まで味わってきたこの経験は、自
分をさらに成長させるための糧と
なるでしょう。 
　これまでの経験に加え、新たな
経験とともに、社会の先輩方のア
ドバイスをしっかり受け止め、一人
前の「大人」になっていく覚悟で
す。 

伊集院地域実行委員 

柿内　利江さん 

　今まで親が代わりに背負ってく
れていた「責任」を自分で継いで
いくことが、大人になることだと感
じています。 
　私は、大学で看護について勉
強をしています。看護師という職
業は、患者の健康を預かる、重大
な責任を課せられる仕事です。責
任重大な職業に就くためにも、自
分の行動一つ一つに責任をもっ
て行動したいと思います。 

日吉地域実行委員 

永里　円香さん 

　私は、何事にも挑戦していくよ
うに努力しています。高校時代ま
では、部活だけにしか努力してい
なかったのですが、大学生となっ
てからは、資格を取得したり、アル
バイトをしたり、自分を高めるため
にさまざまな活動を行っています。 
　あと２年たてば、社会の中で働
く事になりますが、今後も少しでも
多くの経験や知識を身に付けて
いきたいです。 

吹上地域実行委員 

岡元　　裕さん 

新成人の抱負 

地域 

東市来 

伊集院 

日　吉 

吹　上 

日置市 

55人 

116人 

16人 

117人 

304人 

71人 

152人 

24人 

54人 

301人 

126人 

268人 

40人 

171人 

605人 

男性 

平成22年 新成人 
女性 合計 

▲謝辞を述べる鵜狩大地さん 

▲記念樹を贈呈する岡元麻貴さん 

（住民基本台帳登録者数） 

▲記念植樹（日吉地域） 

成
人
式
を
支
え
た
31
人
の
実
行
委
員 

　各地域の新成人者から
選出された成人式実行委
員会のメンバー（実行委員
長船迫太志さん（伊集院））。 
　メンバーは、昨年から式
典の役割分担やリハーサ
ルを行い、晴れの舞台を成
功させようと一生懸命取り
組んできました。 



　今年度も県外から修学旅行生が日置市を訪れ、４校の中学
校、５校の高等学校合わせて延べ 517人を市内の民家で受
け入れました。 
　生徒たちは、農家民泊を通じて出会いの楽しさや農作業な
ど貴重な体験を満喫しました。 
　市では、農業や地域の素材（資源・自然）を結びつけた地
域活性化を進めていくこととして、これからも修学旅行の受
け入れや農家民泊体験など各種事業を実施する予定です。 
　このような活動に興味があり、受け入れを希望される方は、
農家に限らず本庁農林水産課までご連絡ください。 

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
心
配

さ
れ
る
中
で
の
受
け
入
れ
と
な
り

ま
し
た
が
、
東
市
来
地
域
と
吹
上

地
域
で
、
タ
マ
ネ
ギ
の
収
穫
や
そ

ば
打
ち
な
ど
を
楽
し
く
体
験
で
き

ま
し
た
。 

　
打
ち
た
て
の
そ
ば
は
、
お
い
し

い
と
大
好
評
、
お
な
か
い
っ
ぱ
い

食
べ
ま
し
た
。 

５/３０～５/３１　加古川市立加古川中学校 
　
日
置
市
全
地
域
で
、
麦
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
野
菜
の
収
穫
を
汗
び
っ

し
ょ
り
に
な
り
な
が
ら
体
験
し
ま
し
た
。 

　
お
世
話
に
な
っ
た
受
け
入
れ
農
家
で
は
、
た
こ
や
き
を
作
り
、
み
ん

な
で
楽
し
く
食
べ
ま
し
た
。 

６/３～６/４　神戸市立須磨北中学校 

　
修
学
旅
行
で
日
置
市
を
訪
れ

る
の
は
三
回
目
で
す
。 

　
今
回
は
、
東
市
来
地
域
で
、

稲
の
脱
穀
作
業
や
た
わ
わ
に
実

っ
た
ミ
カ
ン
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の

収
穫
作
業
な
ど
を
体
験
、
美
し

い
里
山
で
の
実
り
の
秋
を
十
分

に
満
喫
し
ま
し
た
。 

１０/２１～１０/２２　奈良県立平城高等学校 
　
伊
集
院
・
東
市
来
・
日
吉
地
域
で
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や
ミ
カ
ン
の
収
穫
、

ソ
ラ
マ
メ
の
苗
に
マ
ル
チ
を
か
け
る
作
業
な
ど
を
体
験
、
初
め
て
の
作

業
に
も
一
生
懸
命
取
り
組
み
ま
し
た
。
　 

　
ま
た
、
焼
酎
工
場
で
は
、
芋
か
ら
焼
酎
が
出
来
る
工
程
な
ど
を
見
学

し
ま
し
た
。 

１１/１１～１１/１２　京都市立塔南高等学校 

　
伊
集
院
・
日
吉
・
吹
上
地
域
で
、

牛
の
搾
乳
や
田
ん
ぼ
で
の
耕
運
作

業
な
ど
体
験
。
慣
れ
な
い
作
業
に

も
め
げ
ず
、
初
め
て
の
体
験
に
感

動
し
た
り
、
励
ん
だ
り
し
ま
し
た
。 

　
夕
食
は
、
体
験
し
た
こ
と
な
ど

を
話
し
な
が
ら
い
た
だ
き
、
楽
し

く
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

１１
／
２９
〜
１２
／
１
　
埼
玉
県
立
鳩
ヶ
谷
高
等
学
校 

　
吹
上
地
域
で
、
し
い
た
け
の
駒

打
ち
や
ソ
ラ
マ
メ
・
ニ
ン
ニ
ク
の

植
え
付
け
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど

の
野
菜
の
管
理
を
体
験
し
ま
し
た
。 

　
海
や
山
、
温
泉
、
お
い
し
い
食

べ
物
な
ど
、
日
置
市
の
自
然
を
思

う
存
分
満
喫
し
、
受
け
入
れ
農
家

で
は
家
族
同
然
の
だ
ん
ら
ん
を
楽

し
み
ま
し
た
。 

１２/１～１２/３　埼玉県立和光国際高等学校 

１１/１７～１１/１８　京都府私立南京都高等学校 

　
吹
上
地
域
の
受
け
入
れ
農
家
の
皆
さ
ん
と
の
顔
あ
わ
せ
で
は
、
少
し

緊
張
し
な
が
ら
の
対
面
で
し
た
が
、
心
温
ま
る
歓
迎
を
受
け
、
す
ぐ
に

打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
　 　

ク
ワ
や
ス
コ
ッ
プ
を
使
っ
た
、

慣
れ
な
い
農
作
業
体
験
も
、
笑
顔

で
楽
し
み
ま
し
た
。 

７/７～７/８　佐世保市立旭中学校 
　
吹
上
地
域
で
、
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
や
サ
ツ

マ
イ
モ
な
ど
の
野
菜

の
収
穫
、
ト
ラ
ク
タ

ー
の
耕
運
作
業
を
体

験
し
ま
し
た
。 

　
日
帰
り
体
験
で
少

し
短
め
の
滞
在
時
間

で
し
た
が
、
昼
食
は
、

郷
土
料
理
を
み
ん
な

で
お
い
し
く
い
た
だ
き
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。 
９/１６　福岡県春日南中学校 　

東
市
来
地
域
で
、
ミ
カ
ン

の
収
穫
や
タ
マ
ネ
ギ
の
植
え

付
け
、
茶
畑
で
の
耕
運
作
業

な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。 

　
最
終
日
に
は
、
一
緒
に
体

験
し
た
時
の
ス
ラ
イ
ド
を
見

な
が
ら
、
楽
し
い
昼
食
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。 

  

　
子
ど
も
た
ち
は
、

し
っ
か
り
働
き
、

し
っ
か
り
味
わ
い
、

し
っ
か
り
遊
び
、

田
舎
の
生
活
の
大

変
さ
も
楽
し
さ
も

満
喫
し
た
様
子
で

し
た
。 



対象地域 日　程 場　　所 

　
市
県
民
税
や
国
保
税
な
ど
の
申

告
の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
平
成
二
十
二
年
度
市

県
民
税
の
申
告
相
談
を
二
月
十
二

日
（
金
）
か
ら
三
月
八
日
（
月
）

ま
で
、
別
表
の
日
程
で
各
公
民
館

な
ど
を
巡
回
し
て
実
施
し
ま
す
。

次
の
項
目
に
該
当
す
る
方
は
、
最

寄
り
の
会
場
で
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
　 

　
ま
た
、
期
間
中
に
申
告
で
き
な

い
方
は
、
三
月
九
日
（
火
）
か
ら

三
月
十
五
日
（
月
）
ま
で
に
市
役

所
ま
た
は
各
支
所
で
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。 

○
申
告
が
必
要
な
方 

・
給
与
、
公
的
年
金
以
外
に
営
業
や

農
業
、
不
動
産
な
ど
の
収
入
が
あ

る
方 

・
給
与
所
得
者
で
勤
務
先
か
ら
市
へ

給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て

い
な
い
方
や
年
末
調
整
を
さ
れ
て

い
な
い
方 

・
所
得
の
な
い
方
で
、
ど
な
た
の
扶

養
親
族
に
も
な
っ
て
い
な
い
方 

・
他
に
住
所
の
あ
る
方
の
扶
養
親
族

に
な
っ
て
い
る
方 

・
遺
族
、
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税

の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方 

○
申
告
す
る
必
要
が
な
い
方 

・
給
与
所
得
の
み
で
年
末
調
整
を
し

た
方 

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方 

・
年
金
収
入
の
み
の
方
で
収
入
が
、

百
四
十
八
万
円
以
下
の
方
（
但
し
、

六
十
五
才
以
上
の
方
） 

○
申
告
に
持
参
す
る
も
の 

・
印
鑑
、 

・
所
得
額
算
出
に
必
要
な
資
料 

　
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
、
公
的

年
金
の
源
泉
徴
収
票
（
ハ
ガ
キ
）
、

営
業
、
農
業
、
不
動
産
な
ど
の
収

入
額
や
販
売
額
お
よ
び
必
要
経
費

な
ど
収
支
が
わ
か
る
帳
簿
や
領
収

書
な
ど
（
農
業
所
得
に
つ
い
て
も

収
支
計
算
が
原
則
で
す
） 

・
控
除
額
算
出
に
必
要
な
資
料
、
生

命
保
険
料
、
共
済
掛
金
な
ど
の
支

払
証
明
書
、
社
会
保
険
料
の
領
収

書
ま
た
は
支
払
額
が
わ
か
る
書
類
、

障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、

障
害
者
手
帳
な
ど
の
証
明
と
な
る

も
の
ま
た
は
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
（
福
祉
事
務
所
が
発
行
） 

○
　
医
療
費
控
除
用
の
領
収
書
や
営

業
・
農
業
な
ど
の
所
得
が
あ
る
方
で
、

帳
簿
を
つ
け
て
い
な
か
っ
た
り
、
整

理
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
ほ
か
の

来
場
者
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
の
で

必
ず
整
理
し
て
か
ら
お
い
で
く
だ
さ

い
。 

　
ま
た
、
申
告
期
間
中
は
、
職
員
が

申
告
会
場
に
出
向
く
た
め
、
本
庁
・

各
支
所
で
は
収
入
の
な
い
方
や
ご
自

分
で
申
告
書
を
作
成
さ
れ
た
方
の
み

の
対
応
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。 

税
の
申
告
は
お
忘
れ
な
く 

税
務
課
か
ら 

税
の
申
告
に
つ
い
て 

注 
　
平
成
二
十
一
年
分
の
確
定
申
告
が

二
月
十
五
日
（
月
）
か
ら
税
務
署
で

始
ま
り
ま
す
。  

　
申
告
期
限
は
三
月
十
五
日
で
す
が

期
限
間
近
に
な
る
と
大
変
混
雑
し
ま

す
の
で
、
余
裕
を
持
っ
て
早
目
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
還
付
申

告
は
二
月
十
五
日
（
月
）
以
前
で
も

提
出
で
き
ま
す
の
で
早
目
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。 

　
公
的
年
金
だ
け
の
収
入
の
方
で
確

定
申
告
が
必
要
な
方
お
よ
び
還
付
を

受
け
ら
れ
る
方
を
対
象
に
、
昨
年
に

引
き
続
き
下
表
の
と
お
り
相
談
会
場

を
設
け
ま
す
の
で
、
必
要
書
類
を
ご

持
参
の
上
、
最
寄
り
の
会
場
で
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
地
区
割
に
つ
い
て
は
班
回

覧
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

年
金
受
給
者
の 

確
定
申
告
書
記
載
相
談
の
ご
案
内 

所
得
税
の 

確
定
申
告
は
税
務
署
へ 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

◇
所
得
税
な
ど
国
税
関
係
　
　
　
伊
集
院
税
務
署
　
2
7
3
‐
2
5
4
3
 

◇
市
県
民
税
関
係 

　
日
置
市
役
所
　
　
本
庁
　
　
　
2
7
3
‐
2
1
1
1
　
東
市
来
支
所
　
2
7
4
‐
2
1
1
1 

　
　
　
　
　
　
　
　
日
吉
支
所
　
2
9
2
‐
2
1
1
1
　
吹
上
支
所
　
　
2
9
6
‐
2
1
1
1

※相談時間は午前９時～12時、午後１時～午後４時です。 
※各会場とも大変混雑しますので、時間には余裕を持っておいでください。 

東市来地域 

伊集院地域 

日 吉 地 域  

吹 上 地 域  

２/２（火）～２/３（水） 

２/８（月）～２/９（火） 

２/１０（水） 

２/４（木）～２/５（金） 

東市来保健センター 

日置市中央公民館１階中ホール 

日吉中央公民館１階会議室 

伊作地区公民館 

　平成11年から平成18年末まで、または平成21
年から平成25年末までの間に入居し、所得税の
住宅ローン特別控除を受けている方で、所得税
から控除しきれなかった金額がある場合は、翌
年度の市・県民税において住宅ローン控除が適
用されます。 
 
計算方法 
　次の①と②のいずれか小さい額が、翌年度の市・
県民税からの控除額となります。 
①　前年分の所得税における 
　　住宅ローン控除可能額　　 
②　前年分の所得税の課税総所得金額などの5％ 
　（限度額97,500円）マイナスの場合は0円です。 
 
申告方法　 
・確定申告をされる方は、「住宅借入金等特別
控除額」および「居住開始年月日」を必ず記
載して、3月15日までに税務署へ提出してくだ
さい。 

・確定申告されない方は、給与支払報告書（源
泉徴収票）の記載内容の改正により、市への
申告は不要となりました。「住宅借入金等特
別控除可能額」および「居住開始年月日」を
記載していないと税額控除の適用を受けられ
ない場合がありますので、給与支払報告書（源
泉徴収票）の記載内容を確認くださるようお
願いします。 

　（退職・山林所得がある場合など、これまで
と同様に住宅借入金等特別税額控除申告書を
毎年3月15日までに提出することもできます。） 

住宅借入金等特別税額控除の申告について 

住宅ローン控除適用前の 
前年分の所得税額 － 

平成22年度市県民税申告相談日程表 

月  日 曜日 
午前 

地 域 

ニ潟・山田 山田公民館 
（9：00～11：00） 

草見・笠ヶ野 
毘沙門 

笠ヶ野公民館 
（13：30～15：30） 

日新公民館 
（9：00～11：00） 

諏訪公民館 
（9：00～11：00） 

日吉中央公民館 
（１階会議室） 
（9：00～11：00） 

中区公民館 
（9：00～11：00） 

北区公民館 
（9：00～11：00） 

伊作地区公民館 
（9：00～11：30） 

伊作地区公民館 
（9：00～11：30） 

花熟里自治公民館 
（9：00～11：30） 

南湯之元公民館 
（9：00～11：30） 

芋野自治公民館 
（9：00～9：40） 
下与倉自治公民館 
（10：00～11：30） 
藤元自治公民館 
（9：30～10：30） 

赤仁田自治公民館 
（10：50～11：40） 

おろ口自治公民館 
（9：00～9：50） 
瀬谷自治公民館 
（10：00～10：50） 
助代自治公民館 
（11：00～11：40） 

和田地区公民館 
（9：00～11：30） 

吹上地区公民館 
（9：00～11：30） 
小永吉自治公民館 
（9：00～10：00） 
原園自治公民館 
（10：10～11：00） 
下草田自治公民館 
（9：00～11：30） 

永吉5区公民館 
（9：00～11：30） 

坊野地区公民館 
（9：00～11：30） 

竜之瀬自治公民館 
（9：00～10：00） 
平鹿倉地区公民館 
（10：20～11：00） 
自治会長宅 

（11：20～11：40） 

日新 

諏訪 

熊野・西郷 

中区 

北区 

坂元 

東本町・西本町 

緑ケ丘・窪田 

宮坂・南宮内 

亀原・花熟里 

芋野 

下与倉 

藤元 

赤仁田 

おろ口 

瀬谷 

助代 

おろ岡 

下和田 

入来浜・今田 

小永吉 

原園・上草田 

中草田・下草田 

松下・七呂 
鍋谷・印口 

（坊野下） 

（坊野上） 坊野 

坊野 

坊野 

（田代野） 

今観龍（竜之瀬） 

平鹿倉 

今観龍 
（観音河内） 

北湯之元 
南湯之元 

2月12日 

2月15日 

2月16日 

2月17日 

2月18日 

2月19日 

2月22日 

金 

2月23日 火 

2月24日 水 

2月25日 木 

2月26日 金 

3月1日 月 

3月2日 火 

3月3日 水 

3月4日 木 

3月5日 金 

3月8日 

（土・日を除く） 
3月9日から15日まで 

月 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

場所 
（時間） 地 域 場所 

（時間） 

午後 
月  日 曜日 

午前 

地 域 

中央 湯田地区公民館 
（9：00～11：00） 元湯・向湯田 湯田地区公民館 

（13：30～15：00） 

草原 草原公民館 
（13：30～15：30） 

桑木野 桑木野公民館 
（9：00～10：00） 

高塚東・高塚西 高塚公民館 
（13：30～16：00） 

尾木場 尾木場公民館 
（10：15～11：00） 

柿之谷・八幡 八幡公民館 
（13：30～15：30） 

郷戸 郷戸公民館 
（9：00～10：00） 

野下 野下公民館 
（10：20～11：30） 

日置麓・帆之港 
日吉中央公民館 
（１階会議室） 
（13：30～15：30） 

上伊作田 
元伊作田 
下伊作田 

江口 
（13：30～14：45） 中伊作田公民館 

（9：00～11：00） 川北・平迫比良 
（14：45～16：00） 

漁村センター 

南区 南区公民館 
（13：30～15：30） 

駅前・堀内 湯田地区公民館 
（9：00～11：00） 田之湯 

柿之迫公民館 
（13：30～15：00） 

湯田地区公民館 
（13：30～15：30） 

扇尾 扇尾公民館 
（13：30～15：30） 

赤崎 赤崎公民館 
（9：00～11：00） 鑪口 

柿之迫 

鑪口公民館 
（15：10～15：30） 

永山 永山公民館 
（15：40～16：40） 

上中之里 
伊作地区公民館 
（13：30～16：00） 

宮田 宮田公民館 
（9：00～9：45） 南神之川 南神之川公民館 

（13：30～14：15） 

下中之里 牧之角 牧之角公民館 
（10：00～10：45） 神之川 神之川公民館 

（14：30～16：00） 

ふもと・多宝寺・小牧 伊作地区公民館 （13：30～16：00） 古市 
城之町上 
城之町 

鶴丸地区公民館 
（13：30～15：30） 

東宮内・西宮内 
伊作地区公民館 
（13：30～16：00） 

麓上・麓下・杉之迫 鶴丸地区公民館 （9：00～11：00） 

中津 坂之上下 

上野東・上野西 

坂之上下公民館 
（13：30～15：00） 
上野西公民館 

（13：30～15：00） 小野浜 
小野馬場 
小野 

小野馬場自治公民館 
（13：30～16：00） 

中野・元養母 

美山上・美山下 

上田尻 上田尻自治公民館 
（13：10～14：30） 

大平 大平公民館 
（9：00～10：00） 

元養母公民館 
（9：00～11：00） 

美山公民館 
（9：00～11：00） 

野首 野首自治公民館 
（14：40～16：00） 

丸牧 丸牧公民館 
（10：15～11：15） 

皆田東・皆田西 

上与倉 上与倉自治公民館 
（13：10～14：30） 

鉾之原 鉾之原公民館 
（9：00～10：00） 

田之尻 田之尻自治公民館 
 （14：50～15：30） 

立和名 立和名公民館 
（10：15～11：15） 

荻 

皆田地区公民館 
（13：30～16：00） 

荻公民館 
（13：30～16：00） 

永野 永野自治公民館 
（15：40～16：30） 

北山・上床 北山公民館 
（9：00～11：30） 梅木 

下田尻 
中田尻自治公民館 
（13：30～16：00） 

田代東・田代西 田代公民館 
（9：00～11：30） 田代東・田代西 田代公民館 

（13：30～16：00） 

梅木公民館 
（13：30～16：00） 

中田尻 

下養母 

上方限 
（池田・末永） 

下養母研修館 
（9：00～11：30） 
上方限公民館 
（9：00～11：30） 

下養母 下養母研修館 
（13：30～16：00） 

上和田 
和田地区公民館 
（13：30～16：00） 

中和田 

西原 
吹上地区公民館 
（13：30～16：00） 

下方限公民館 
（9：00～11：30） 

上方限（窪田） 
四郎園 

上方限公民館 
（13：30～16：00） 

入来 
大田上・大田中 

下方限 

大田中公民館 
（9：00～11：30） 

寺脇 寺脇公民館 
（13：30～15：00） 

浜田 浜田自治公民館 
（13：30～16：00） 

大田下 大田下公民館 
（15：30～16：30） 

伊集院地区公民館 
（9：00～11：30） 

郡上 郡上公民館 
（13：30～15：00） 

新川原・川中 

久木野  々 久木野々公民館 
（15：30～16：30） 

永吉中央 

永吉地区公民館 
（13：30～16：00） 

向江町・中央通 
銀天通・駅前 
麓東・瀬戸内 

天神馬場・上之馬場 
元町・犬之馬場・出樋 
城山・荒瀬・小城 

伊集院地区公民館 
（13：30～16：00） 

坊野（高田） 高田自治公民館 
（13：30～14：00） 

妙円寺１区～４区 

野田 

郡下・平古・徳重東 

清藤 

妙円寺児童館 
（9：00～11：30） 

日置市中央公民館 
（9：00～11：30） 

清藤公民館 
（9：00～11：30） 中神殿 中神殿公民館 

（13：30～15：00） 

坊野（山手） 山手自治公民館 
（14：20～14：50） 

郡内・宮脇 
立野・中福良 

日置市中央公民館 
（13：30～16：00） 

坊野（柱野） 柱野自治公民館 
（15：10～15：30） 

下神殿全区 

妙円寺5区～9区 妙円寺児童館 
（13：30～15：30） 

今観龍（今木場） 今木場自治公民館 （13：10～13：40） 

朝日ケ丘 

野田公民館 
（9：00～11：30） 古城 古城公民館 

（13：30～15：30） 

日添 
日添自治公民館 
（14：00～15：00） 

上神殿全区 

下神殿公民館 
（9：00～11：30） 飯牟礼下・腰・善福 

飯牟礼大下公民館 
（13：30～15：30） 

恋之原 

上神殿公民館 
（9：00～11：30） 

朝日ケ丘公民館 
（9：00～11：30） 猪鹿倉 朝日ケ丘公民館 

（13：30～15：30） 

恋之原公民館 
（9：00～11：30） 

飯牟礼上 
飯牟礼中 

飯牟礼上公民館 
（13：30～15：30） 

つつじケ丘全区 つつじケ丘公民館 
（13：30～15：00） 

桑畑 桑畑公民館 
（15：30～16：30） 

中  川 

下土橋 下土橋公民館 
（9：00～11：30） 上土橋 上土橋公民館 

（13：30～15：30） 
中川公民館 

（9：00～11：30） 竹之山 竹之山公民館 
（13：30～15：30） 

麦生田西 
麦生田東 

麦生田中央公民館 
（9：00～11：30） 

麦生田中 
麦生田下 

麦生田中央公民館 
（13：30～15：30） 

場所 
（時間） 地 域 場所 

（時間） 

午後 

日
　
　
吉
　
　
地
　
　
域 

東
　
　
市
　
　
来
　
　
地
　
　
域 

伊
　
　
集
　
　
院
　
　
地
　
　
域 

吹
　
　
上
　
　
地
　
　
域 

上記以外の申告・確定等　本庁および各支所 ※詳細については、班回覧等でお知らせします。 

（別表） 



共生・協働の実践活動 
　
地
域
に
は
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、
地

道
に
続
け
ら
れ
る
生
産
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。
 

　
今
回
は
、
地
域
に
伝
わ
る
「
し
ん
こ
団
子
」
を
活
か
し
た

扇
尾
地
区
公
民
館
（
日
吉
地
域
）
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
深

固
院
祭
り
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

深
固
院
跡
を
い
か
そ
う 

す
べ
て
が
地
元
産
の
信
頼 

地
域
資
源
の
活
用
と
交
流
で 

   

　
扇
尾
地
区
に
は
、
伊
集
院
島
津
家

出
身
の
石
屋
和
尚
が
一
三
八
六
年
、

開
山
し
た
と
い
わ
れ
る
深
固
院
跡
が

残
り
ま
す
。 

　
南
北
朝
戦
乱
の
世
で
、
住
民
は
度

重
な
る
飢
饉
に
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。

和
尚
は
田
ん
ぼ
の
落
穂
を
拾
い
集
め
、

粉
を
ひ
い
て
餅
を
つ
き
、
焼
い
て
食

べ
さ
せ
た
の
が
「
深
固
団
子
（
し
ん

こ
だ
ん
ご
）」
の
始
ま
り
と
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
石
屋
和
尚
を
称
え
、
地
域
を
救
っ

た
史
跡
を
活
か
し
た
振
興
策
を
と
平

成
五
年
、
扇
尾
小
学
校
区
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
だ
の
が
「
深
固
院

祭
り
」
で
す
。 

   
　
今
年
度
も
十
一
月
十
五
日
、
扇
尾

地
区
深
固
院
ふ
れ
あ
い
広
場
で
開
か

れ
た
祭
り
。 

　
100
㌫
地
元
産
の
米
70
㌔
を
使
い
、

前
日
か
ら
女
性
部
が
手
ご
ね
し
た
団

子
は
八
〇
〇
〇
個
。「
地
域
で
開
発

し
た
秘
伝
の
味
」
と
胸
を
張
る
醤
油

ダ
レ
の
焼
け
る
に
お
い
に
誘
わ
れ
る

よ
う
に
、
団
子
の
売
り
場
に
は
長
い

列
が
で
き
ま
し
た
。
伊
集
院
や
鹿
児

島
市
松
元
と
接
す
る
地
域
性
か
ら
か
、

日
吉
以
外
か
ら
大
勢
が
参
加
し
て
い

ま
す
。 

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
虚
無
僧
踊
り
の

奉
納
を
始
め
、
扇
尾
保
育
園
の
和
太

鼓
や
扇
尾
小
学
校
の
歌
劇
、
婦
人
会

の
踊
り
ま
で
、
幅
広
い
出
演
が
矢
継

ぎ
早
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
20
㌔
の
新
米
を
は
じ
め
、
今
朝
採

れ
た
て
の
野
菜
が
居
並
ぶ
抽
選
会
で

は
、
参
加
者
も
出
荷
者
も
み
ん
な
笑

顔
。
中
に
は
生
産
者
か
ら
栽
培
や
調

理
法
を
尋
ね
る
人
も
。
こ
こ
で
採
れ

た
こ
と
へ
の
信
頼
が
垣
間
見
え
ま
す
。 

   

　
扇
尾
地
区
は
お
よ
そ
100
世
帯
ほ
ど
。

市
内
26
地
区
公
民
館
の
中
で
も
規

模
の
小
さ
い
地
区
で
す
。
こ
れ
ま
で

地
区
内
に
五
つ
あ
っ
た
自
治
会
を
統

合
し
「
扇
尾
自
治
会
」
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
む
ら
づ
く
り
推
進
委
員
会
に

よ
り
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

　
会
場
入
口
の
ア
ー
チ
に
は
「
和
を

も
っ
て
よ
み
が
え
る
扇
尾
」
の
文
字
。

地
区
公
民
館
で
あ
り
、
自
治
会
で
あ

り
、
む
ら
づ
く
り
推
進
委
員
会
で
も

あ
る
「
扇
尾
」
が
、
実
行
委
員
会
を

組
織
し
、
他
の
地
区
や
市
な
ど
、
関

係
機
関
と
連
携
、
協
力
し
な
が
ら
開

催
さ
れ
る
の
が
深
固
院
祭
り
で
す
。 

　「
こ
の
祭
り
が
開
か
れ
る
う
ち
は

大
丈
夫
」
と
上
田
平
館
長
。
年
々
来

場
者
が
増
え
て
、
駐
車
場
の
対
応
が

課
題
と
い
う
う
れ
し
い
悲
鳴
も
。 

　
足
元
の
地
域
資
源
を
見
直
す
こ
と

か
ら
始
ま
っ
た
深
固
院
祭
り
は
、
扇

尾
地
区
に
と
っ
て
、
交
流
と
い
う
手

段
で
過
疎
、
高
齢
化
に
対
応
す
る
取

り
組
み
で
す
。 

　
地
域
に
足
り
な
い
も
の
を
外
か
ら

補
う
の
も
協
働
で
す
。 

扇
尾
地
区
公
民
館
「
深
固
院
祭
り
」
の
活
動
か
ら 

二
日
が
か
り
で
準
備
し
た
地
区
の
主
役
、し
ん
こ
団
子  

▲高校生の若い力が会場を熱くしました 

▲竹製のおちょこで振る舞い焼酎を準備するのも役割のひとつ 

（平成22年2月1日実施） 

　農林業センサスは、わが国の農林業の生産構造や就業構造、農山村地域の実態を明らかにすることを目的に５
年ごとに実施している大切な調査です。 
　農林業センサスには農林業の経営主に経営の現状をお聞きする「農林業経営体調査」と市区町村と農業集落の
代表者など地域の実情に精通している方に農山村地域の現状をお聞きする「農山村地域調査」の２つの調査があ
ります。 
　今回はこの２つの調査についてご説明します。 

　農業や林業を行っている農家・林家や法人などを対象とした調査で、都
道府県知事から任命された統計調査員が訪問し、調査対象となる条件を満
たしているかお伺いします。 
　調査の対象となった場合は調査票をお渡しし、ご記入いただきます。 

　市区町村や農業集落の地域の状況に精通している方を対象とし、市区町
村へは郵送など、農業集落の精通者の方には地方農政局長などから任命さ
れた統計調査員がお伺いして調査を行います。 

・市区町村の総土地面積や森林面積 
・市区町村の産地直売所の数 
・農業集落内の耕地面積 
・農業集落内の地域資源（農地、森林、水路など）の保全状況 
　などを調査します。 

　農林水産省が農林業の振興や農山村の活性化のために行っている、さま
ざまな施策の策定や推進の基礎資料として利用されます。 

〔農林業経営体調査〕 

〔農山村地域調査〕 

・世帯員の構成と就業状況 
・農地、山林の所有と利用状況 
・農林産物の生産販売の状況 
・農業・林業の労働力 
・農作業受託の状況　などを調査します。 

　農林行政の企画・立案や中・長期的な国
土利用計画や経済計画の策定、地方交付税
の算出のための基礎資料として利用されます。 

　調査は統計法に基づく基幹統計調査として実施します。 
　この法律では調査内容を統計以外の目的に使用するこ
とが固く禁じられていますので、調査結果が税金の徴収
に使われるようなことは一切ありません。 
　また調査員にも守秘義務がありますので、調査で知り
得た情報が他人に漏れることはありませんし、調査票に
ついても紛失・盗難に遭わないよう厳重に管理されます。 

★ プライバシーの保護について ★ 　農林業の現状を知り、未来へ
つなげるための大切な調査です。
ご協力をお願いします。 
農林業センサス調査についてもっと知りたい方は
農林業センサスホームページをご覧ください。 
http://www.maff.go.jp/j/tokei/census/afc/

お問い合わせ先 
　企画課広報統計係 
　　 または各支所地域振興課自治振興係 

い　 ま 



　
原
口
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
八
年
に

鹿
児
島
県
に
奉
職
以
来
、
平
成
十
一

年
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
三
十
六
年

も
の
間
、
県
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。 

　
そ
の
間
、
土
木
部
参
事
と
し
て
鹿

児
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
理
事
長

な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
、
県
民
の
安

全
で
快
適
な
社
会
基
盤
の
整
備
に
尽

力
さ
れ
る
な
ど
の
功
労
が
認
め
ら
れ

瑞
宝
小
綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

　
福
田
さ
ん
は
、
国
鉄
職
員
と
し
て

昭
和
二
十
年
か
ら
鉄
道
の
最
大
の
使

命
で
あ
る
安
全
輸
送
に
、
三
十
九
年

間
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
退
職
後
は
十
年
以
上
に
わ

た
り
通
学
児
童
の
交
通
安
全
指
導
員

や
地
域
の
世
話
役
と
し
て
高
齢
者
の

健
康
づ
く
り
推
進
や
子
ど
も
会
育
成

に
努
め
る
な
ど
の
功
労
が
認
め
ら
れ

瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

鉄
道
の
安
全
輸
送
な
ど
に
貢
献 

福
田
　
香
さ
ん（
８１
歳
）

県
政
の
発
展
に
貢
献 

原
口
　
忠
雄
さ
ん（
７０
歳
）

　
下
茂
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
三
年
に

旧
東
市
来
町
に
奉
職
以
来
、
平
成
七

年
ま
で
の
三
十
七
年
も
の
間
、
地
方

自
治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
平
成
七
年
四
月
か
ら
平
成

十
七
年
四
月
ま
で
三
期
十
年
間
、
旧

東
市
来
町
長
を
務
め
、
卓
越
し
た
識

見
と
指
導
力
に
よ
り
町
政
の
円
滑
に

努
め
る
な
ど
の
功
労
が
認
め
ら
れ
旭

日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

 

　
県
内
の
自
動
車
会
社
で
八
年
間
勤

務
し
、
板
金
技
術
な
ど
を
身
に
つ
け

昭
和
四
十
八
年
に
独
立
、
現
在
㈲
マ

イ
カ
ー
ボ
デ
ー
有
村
を
経
営
。
技
能

者
育
成
な
ど
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

　
有
村
さ
ん
は
「
自
動
車
板
金
と
は
、

復
元
作
業
で
あ
り
、
形
が
あ
っ
て
作

り
上
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
壊
れ
た

部
分
を
作
り
上
げ
て
い
く
技
術
は
な

か
な
か
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
復
元
が

〝
も
の
作
り
〞
と
評
価
さ
れ
た
の
が

今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
と
思
う
」

ま
た
「
今
後
、
こ
の
復
元
技
術
は
〝

も
の
作
り
〞
の
ス
タ
ー
ト
と
考
え
、

技
術
の
伝
承
や
若
い
技
術
者
を
育
て

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。 

　
竹
下
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
一
年
に

鹿
児
島
大
学
会
計
課
を
か
わ
き
り
に

佐
賀
医
科
大
学
総
務
部
長
な
ど
を
歴

任
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
平
成
十
二
年
か
ら
四
年
七

カ
月
間
、
教
育
委
員
を
務
め
る
な
ど
、

長
年
に
わ
た
り
文
部
行
政
事
務
に
従

事
さ
れ
尽
力
さ
れ
た
こ
と
な
ど
の
功

労
が
認
め
ら
れ
、
瑞
宝
双
光
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。 

文
部
行
政
事
務
に
尽
力 

竹
下
　
寛
美
さ
ん（
77
歳
）

地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献 

下
茂
　
孝
一
さ
ん（
７０
歳
）

自動車板金工

有村　則男さん

　
長
年
の
功
労
が
認
め
ら
れ
、二
〇
〇
九
秋
の
叙
勲

で
四
人
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
ご
功
労
、ご
功
績
に
対
し
、心
か
ら
敬
意
を
表
し

晴
れ
の
受
章
を
お
喜
び
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
二
十
一
年
度
卓
越
し
た
技
能

者
の
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
「
現
代
の

名
工
」
に
有
村
則
男
さ
ん
（
吹
上
町

今
田
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

女
性
の
視
点
か
ら
地
域
づ
く
り
を
訴
え
る 

吹
上
地
域
の
市
議
会
議
員
と
語
る
会

　
吹
上
地
域
の
市
議
会
議
員
と
語
る

会
が
十
一
月
二
十
日
、
吹
上
中
央
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
会
は
吹
上
地
域
婦
人
連
絡
協

議
会
と
各
種
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

の
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
語
る
会
に
は
、
約
五
十
人
が
参
加
。

医
療
費
削
減
、
少
子
高
齢
化
対
策
、

農
業
政
策
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
対
し
議
員
は
、
日
ご
ろ
の

活
動
を
通
し
た
地
域
の
課
題
な
ど
丁

寧
に
答
え
、
予
定
し
て
い
た
時
間
を

大
幅
に
経
過
す
る
ほ
ど
熱
心
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
会
を
通
し
て
参
加
者
ら
は
「
地

域
内
の
現
状
な
ど
小
さ
な
疑
問
に
も

熱
心
に
対
応
し
て
く
れ
た
」「
市
政

の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
充
実
し
た
様
子
で
し
た
。 

技
能
検
定
制
度
の
普
及
に
貢
献
　
厚
生
労
働
大
臣
賞
を
受
賞 

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
オ
プ
ト
デ
バ
イ
ス
㈱

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ

ー
オ
プ
ト
デ
バ
イ
ス
㈱
（
伊
集
院
）

が
技
能
検
定
優
良
事
業
所
と
し
て
、

平
成
二
十
一
年
度
職
業
能
力
開
発
関

係
厚
生
労
働
大
臣
賞
を
受
賞
し
十
二

月
二
日
、
宮
路
市
長
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。 

　
同
社
は
、
人
材
育
成
の
一
環
と
し

て
、
長
年
に
わ
た
り
機
械
保
全
や
半

導
体
製
品
製
造
職
種
な
ど
多
数
の
国

家
技
能
検
定
に
お
い
て
、
受
験
生
の

確
保
や
検
定
委
員
の
派
遣
、
ま
た
、

試
験
会
場
の
提
供
な
ど
検
定
試
験
の

円
滑
な
実
施
に
積
極
的
に
協
力
し
、

技
能
検
定
制
度
の
普
及
発
展
に
多
大

な
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。 

ル
ー
ル
は
順
守 

　
　
マ
ナ
ー
は
実
践 

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　「
年
末
年
始
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
で
事

故
防
止
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
交
通

事
故
防
止
運
動
が
十
二
月
十
日
、
Ａ

コ
ー
プ
伊
作
店
と
タ
イ
ヘ
イ
吹
上
店

で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
活
動
は
、
毎
年
こ
の
時
期
に

吹
上
地
域
交
通
安
全
母
の
会
が
取
り

組
ん
で
い
る
も
の
。 

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し

た
が
「
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
」「
飲
酒
運
転
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
」
と
買
い
物
客
に

呼
び
掛
け
、
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し

た
。 

　
同
会
は
、
婦
人
連
絡
協
議
会
を
中

心
と
し
た
各
種
女
性
団
体
で
構
成
さ

れ
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
通

学
路
で
の
街
頭
指
導
な
ど
、
交
通
安

全
活
動
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

北
朝
鮮
拉
致
解
明
へ
情
報
提
供
を
呼
び
掛
け
！ 

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

に
伴
う
広
報
活
動
が
十
二
月
十
日
、

江
口
蓬
莱
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
活
動
は
、
鹿
児
島
県
警
、
沿
岸
防

犯
協
力
会
、
拉
致
被
害
者
家
族
支
援

者
ら
が
江
口
蓬
莱
館
の
買
い
物
客
ら

に
チ
ラ
シ
を
配
布
、
吹
上
浜
に
お
け

る
ア
ベ
ッ
ク
拉
致
容
疑
事
案
へ
の
情

報
提
供
の
ほ
か
、
沿
岸
防
犯
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
。 

　
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
も
っ
と

北
朝
鮮
の
人
権
侵
害
に
関
心
を
持
ち
、

こ
の
問
題
の
早
期
解
決
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。 

河
川
愛
護
運
動
で
表
彰 

麓
下
自
治
会（
東
市
来
）

　
平
成
二
十
一
年
度
河
川
愛
護
運
動

の
優
良
団
体
に
麓
下
自
治
会
（
永
田

鐵
山
会
長
）
が
選
ば
れ
十
一
月
二
十

六
日
、
県
知
事
表
彰
の
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
麓
下
自
治
会
は
、
長
年
に
わ
た
り
、

地
域
内
の
河
川
の
草
払
い
や
清
掃
作

業
を
共
同
で
実
施
す
る
な
ど
、
河
川

愛
護
に
積
極
的
に
努
め
て
い
ま
す
。 



学
校
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、地
域
の
連
携
の
大
切
さ
を
学
ぶ 

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
研
究
委
嘱
公
開

　「
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
心
と
社

会
の
変
化
に
対
応
で
き
る
力
を
は
ぐ

く
む
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
ど
う
あ
れ
ば
よ

い
か
」
を
研
究
主
題
に
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
研
究
委
嘱
公
開
が
十
二
月
五
日
、

東
市
来
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
日
置
地
区
内
か
ら
五
百
人
を

超
え
る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
初
め
に
、
小
・
中
学
校
ご
と
に
分

科
会
を
行
い
、
伊
作
田
小
、
湯
田
小
、

東
市
来
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
そ
れ
ぞ
れ
取
り

組
ん
だ
研
究
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
ど
の
学
校
も
、
特
色
あ
る
活
動
で

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
活
動
を

し
て
お
り
、
中
で
も
ノ
ー
テ
レ
ビ
、

ノ
ー
ゲ
ー
ム
デ
ー
や
基
本
的
生
活
習

慣
の
育
成
や
食
育
な
ど
の
問
題
に
対

し
て
、
活
発
な
意
見
や
質
疑
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
『
風
の
便
り
』
編
集
長
の
三

浦
清
一
郎
さ
ん
の
「
人
間
の
生
き
る

力
と
は
何
か
、
ど
う
育
て
る
か
？
」

と
題
し
て
の
講
演
で
は
「
子
ど
も
は
、

保
護
し
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い

存
在
だ
が
、
行
き
過
ぎ
た
保
護
で
は

弊
害
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
」
と
、

子
育
て
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
ら
れ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

科
学
の
面
白
さ
、不
思
議
体
験
に
感
激 

青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典

　
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
日

置
市
大
会
が
十
二
月
五
日
、
中
央
公

民
館
で
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
親

子
連
れ
な
ど
七
百
五
十
人
を
超
え
る

人
が
訪
れ
ま
し
た
。 

　
会
場
に
は
、
学
校
の
先
生
が
中
心

と
な
っ
て
二
十
四
の
実
験
ブ
ー
ス
が

準
備
さ
れ
、
参
加
者
は
科
学
の
不
思

議
さ
や
面
白
さ
な
ど
を
体
験
し
ま
し

た
。 

　
マ
イ
ナ
ス
一
九
〇
度
の
液
体
窒
素

を
使
っ
た
実
験
で
は
凍
っ
た
バ
ナ
ナ

で
く
ぎ
を
打
っ
た
り
、
果
物
で
電
気

を
作
り
、
お
も
ち
ゃ
を
動
か
し
た
り

す
る
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
実
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
「
自
分

で
作
っ
た
入
浴
剤
で
お
風
呂
に
入
る

の
が
楽
し
み
だ
」「
綿
あ
め
が
で
き

る
仕
組
み
が
分
か
っ
た
」
な
ど
と
話

し
、
た
っ
ぷ
り
と
科
学
の
祭
典
を
楽

し
ん
だ
様
子
で
し
た
。 

駅
の
利
用
者
を
笑
顔
に
す
る
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

鉄
道
Ｏ
Ｂ
会
東
市
来
分
会

　
鉄
道
Ｏ
Ｂ
会
東
市
来
分
会
（
南
一

秀
会
長
代
理
、
会
員
七
十
人
）
が
十

二
月
五
日
、
Ｊ
Ｒ
東
市
来
駅
と
湯
之

元
駅
で
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
活
動
は
、
駅
を
利
用
す
る
方

が
年
末
年
始
を
少
し
で
も
気
持
ち
よ

く
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
約
二
十

年
前
か
ら
続
け
て
い
る
も
の
で
、
冷

た
い
北
風
の
吹
く
中
、
十
四
人
が
参

加
し
両
駅
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
や
草
払

い
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
こ
の
日
は
、
会
員
の
孫
の

小
学
生
も
参
加
、
み
ん
な
に
元
気
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

母
子
保
健
の
推
進
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
表
彰 

健
や
か
親
子
２１
全
国
大
会

　
日
置
市
母
子
保
健
推
進
員
（
有
村

ツ
ヨ
子
吹
上
代
表
）
が
十
一
月
十
一

日
、（
社
）
母
子
保
健
推
進
会
議
会

長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
同
団
体
は
、
昭
和
五
十
年
か
ら
母

子
保
健
推
進
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

現
在
は
「
子
ど
も
子
育
て
応
援
隊
」

も
兼
ね
て
、
育
児
経
験
の
あ
る
三
十

歳
代
か
ら
七
十
歳
代
ま
で
の
女
性
が

活
躍
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
川
　
リ
ヨ
子
さ
ん
（
吹
上
）

も
同
会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
川
　
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
年
か
ら

三
十
五
年
間
に
わ
た
り
、
母
子
保
健

推
進
員
と
し
て
訪
問
活
動
や
健
診
へ

の
従
事
、
育
児
教
室
で
の
活
動
な
ど

地
域
に
お
け
る
母
子
保
健
の
推
進
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
が
読
書
に
親
し
む
環
境
づ
く
り 

読
み
聞
か
せ
活
動
　
鶴
丸
小（
東
市
来
）

　
鶴
丸
小
で
は
、
学
校
独
自
の
ス
ク

ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

を
四
年
前
か
ら
立
ち
上
げ
、
地
域
と

一
緒
に
な
っ
て
学
習
活
動
支
援
や
読

書
活
動
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
毎
月

一
度
テ
ー
マ
を
決
め
て
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
読
み
聞
か

せ
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
十
二
月
は

人
権
を
テ
ー
マ
に
読
み
聞
か
せ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
児
童
は
全
員
集
中
し
て
内
容
に
耳

を
傾
け
、
言
葉
で
は
伝
わ
り
に
く
い

人
権
に
、
本
を
通
じ
て
心
で
感
じ
取

っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
た
永
山

暁
子
さ
ん
、
寺
園
直
美
さ
ん
、
萩
原

友
子
さ
ん
の
三
人
は
「
紹
介
し
た
本

を
手
に
し
て
く
れ
る
と
き
は
本
当
に

嬉
し
い
」「
子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と

い
い
本
を
届
け
た
い
」「
本
に
は
、

た
く
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。
色
ん
な
本
を
読
ん
で
温

か
い
心
を
は
ぐ
く
ん
で
ほ
し
い
」
と

話
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
学
校
と
地
域
の
読
書

へ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
鶴
丸

小
は
平
成
二
十
一
年
度
読
書
活
動
優

秀
実
践
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
て
い
ま

す
。 

読
書
活
動
の
推
進
に
貢
献
し
表
彰 

全
国
果
樹
研
究
連
合 

　
　
　
会
長
賞
受
賞 

　
鹿
児
島
県
図
書
館
大
会
が
十
一
月

十
一
日
、
鹿
児
島
市
で
開
催
さ
れ
「
図

書
館
友
の
会
」（
有
馬
求
代
表
）
が

優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。 

　
同
会
は
、
平
成
九
年
に
読
書
の
普

及
活
動
を
目
的
と
し
て
結
成
さ
れ
、

毎
月
一
回
定
例
会
を
開
催
、
読
ん
だ

本
の
紹
介
を
同
会
の
情
報
紙
『
こ
の

本
は
い
か
が
』
に
掲
載
し
、
市
内
図

書
館
を
は
じ
め
小
、
中
学
校
な
ど
に

配
布
し
て
読
書
の
普
及
に
努
め
て
き

ま
し
た
。 

　
代
表
の
有
馬
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら

は
女
性
や
若
い
人
の
加
入
を
促
進
し
、

多
く
の
市
民
の
期
待
に
こ
た
え
ら
れ

る
よ
う
読
書
案
内
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。 

　
第
五
十
五
回
全
国
果
樹
研
究
大
会

が
十
一
月
十
日
、
鹿
児
島
市
で
開
催

さ
れ
、
片
平
勇
さ
ん
（
東
市
来
）
が

全
国
果
樹
研
究
連
合
会
長
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
受
賞
は
、
長
年
に
わ
た
り

日
置
地
区
や
県
で
果
樹
部
会
長
を
努

め
、
果
樹
部
会
組
織
活
動
の
活
性
化

と
産
地
の
特
徴
が
発
揮
で
き
る
品
目
、

作
型
を
提
案
す
る
な
ど
、
県
果
樹
産

地
の
基
礎
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
た
こ

と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
片
平
さ
ん
は
「
こ
の
受
賞
を
機
に
、

一
層
の
精
進
を
し
て
、
果
樹
振
興
に

貢
献
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。 

　
現
在
は
、
後
継
者
夫
婦
と
と
も
に
、

ハ
ウ
ス
み
か
ん
、
加
温
デ
コ
ポ
ン
、

な
ど
果
樹
百
八
十
六
㌃
と
水
稲
百
㌃

を
栽
培
す
る
傍
ら
本
市
農
業
委
員
会

会
長
を
務
め
、
農
家
の
経
営
改
善
や

農
地
行
政
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

還
暦
同
窓
会
で
母
校
に
寄
付 

伊
作
中
学
校
還
暦
同
窓
会

図書館
友の会

果樹振興
に尽力

　
昭
和
四
十
年
伊
作
中
学
校
卒
業
生

の
還
暦
同
窓
会
が
十
一
月
一
日
に
開

催
さ
れ
、
会
費
の
一
部
を
母
校
に
寄

付
し
よ
う
と
十
一
月
二
十
六
日
、
同

会
会
長
の
有
村
則
男
さ
ん
と
実
行
委

員
の
上
村
　
子
さ
ん
が
母
校
を
訪
れ

ま
し
た
。 

　
代
表
の
二
人
が
「
学
校
図
書
購
入

な
ど
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
寄
付

金
を
手
渡
す
と
、
有
島
愛
郎
校
長
は

「
今
回
の
行
為
に
感
謝
し
、
生
徒
た

ち
の
た
め
に
有
効
に
使
い
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。 

▲有村ツヨ子代表▲川　リヨ子さん

▲中学校分科会の様子▲三浦清一郎さんの講演



過
去
最
高
の
３
２
６
０
人
が
さ
わ
や
か
に
快
走 

い
じ
ゅ
う
い
ん
梅
マ
ラ
ソ
ン
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

　
第
二
十
七
回
い
じ
ゅ
う
い
ん
梅
マ

ラ
ソ
ン
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
が
十
二
月

十
三
日
、
伊
集
院
総
合
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
を
中
心
と
し
た
コ
ー
ス
で

開
催
さ
れ
、
過
去
最
高
の
三
千
二
百

六
十
人
も
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
ま

し
た
。 

　
参
加
者
の
中
に
は
、
親
子
で
手
を

取
り
合
っ
て
走
る
姿
や
野
球
や
サ
ッ

カ
ー
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
で
走
る
姿
な
ど

も
見
ら
れ
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で

そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
に
合
わ
せ
て
走
り
、

気
軽
に
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
昨
年
に
続
き
「
Ｄ
Ｊ
ポ
ッ

キ
ー
」
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
５
㌔
コ
ー
ス
に
参
加
。
マ
ラ
ソ

ン
終
了
後
は
、
抽
選
会
の
進
行
な
ど

で
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　
ま
る
ご
と
伊
集
院
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
十
二
月
十
二
日
と
十
三
日
の
二

日
間
伊
集
院
総
合
運
動
公
園
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
農
業
や
商
工

業
な
ど
各
産
業
に
か
か
わ
る
人
や
、

ま
ち
づ
く
り
団
体
な
ど
が
一
堂
に
集

ま
り
地
域
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と

始
ま
っ
た
も
の
で
今
年
で
十
五
回
目
。 

　
会
場
に
は
約
五
十
店
が
軒
を
連
ね
、

新
鮮
な
野
菜
や
加
工
食
品
、
飲
食
コ

ー
ナ
ー
な
ど
特
産
品
が
ず
ら
り
と
並

び
、
一
万
人
に
振
る
舞
わ
れ
る
恒
例

の
伊
集
院
鍋
も
大
盛
況
で
し
た
。 

　
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
歌
や
ダ
ン

ス
、
郷
土
芸
能
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
出

し
物
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

　
二
日
間
と
も
、
市
内
外
か
ら
大
勢

の
家
族
連
れ
な
ど
が
訪
れ
、
店
を
見

て
回
っ
て
品
定
め
を
し
た
り
、
お
い

し
い
食
事
に
舌
鼓
を
打
っ
た
り
と
、

地
域
色
豊
か
な
イ
ベ
ン
ト
を
心
行
く

ま
で
楽
し
み
ま
し
た
。 

食
べ
て
、飲
ん
で
、遊
ん
で
、伊
集
院
を
ま
る
ご
と
楽
し
ん
で
！ 

「
ま
る
ご
と
伊
集
院
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
募
金
活
動 

ま
る
ご
と
伊
集
院
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
ま
る
ご
と
伊
集
院
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
募
金
活
動
が
行
わ
れ
、
二
日
間
で
七

万
三
千
五
百
円
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。 

　
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
十
二
月
二
十
二

日
、
末
永
義
弘
実
行
委
員
長
か
ら
「
福

祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
共
同
募

金
会
伊
集
院
分
会
長
の
田
渕
川
庄
次
郎

さ
ん
へ
手
渡
さ
れ
、
歳
末
た
す
け
あ
い

募
金
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。 

豊
か
な
自
然
の
中
で
体
験
型
交
流
を
満
喫 

高
山
ふ
る
さ
と
秋
ま
つ
り

　
第
八
回
高
山
ふ
る
さ
と
秋
ま
つ
り
が
十
一
月
二
十
九
日
、
高
山

地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
秋
ま
つ
り
は
、
過
疎
、
高
齢
化
な
ど
の
課
題
に
直
面
し
て

い
る
同
地
区
の
活
性
化
を
目
的
に
、
豊
か
な
自
然
や
文
化
、
歴
史

を
生
か
し
、
都
市
と
農
村
と
が
触
れ
合
う
こ
と
の
で
き
る
体
験
型

の
祭
り
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
郷
戸
（
ご
と
）
で
は
、
地
区
内
に

流
れ
る
八
房
川
で
の
渓
流
マ
ス
釣
り
大
会
、
尾
木
場
（
お
こ
ば
）

で
は
、
紅
葉
の
美
し
い
森
林
や
棚
田
の
め
だ
か
を
観
賞
し
て
巡
る

里
山
散
策
、
野
下
（
の
し
た
）、
桑
木
野
（
く
わ
き
の
）
で
は
、

野
山
に
自
生
し
た
か
ず
ら
な
ど
を
使
っ
た
手
芸
体
験
な
ど
、
地
域

ご
と
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
メ
イ
ン
会
場
の
高
山
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
も
ち

つ
き
大
会
や
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
地
元
農
産
物
の
販
売
な
ど
も
行

わ
れ
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
大
勢
の
人
で
盛
り
上
が
り
、
晩
秋
の

高
山
地
区
が
活
気
に
溢
れ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

趣
向
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
多
く
の
人
出 

吉
利
中
区
祭
り

▲ランナーへのドリンクサービス

▲大盛況の伊集院鍋 ▲大勢のお客さんでにぎわいました

▲スタート前のDJポッキー

た
か
や
ま

▲ステージショー（高山地区交流センター）

▲もちまき（田の神祭り・尾木場）
▲マス釣り大会（郷戸）

▲かずら工芸（野下）

▲吉利保育園児による和太鼓演奏▲地元で生産された新鮮な野菜の即売会

▲昔の吉利写真展に見入る観客

▲手芸体験（桑木野）

　
村
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
吉

利
中
区
祭
り
が
十
二
月
六

日
、
吉
利
中
区
集
落
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
会
場
は
、
中
区
名
物
「
森

護
川
だ
ん
ご
」
や
つ
き
た

て
の
も
ち
、
地
元
で
生
産

さ
れ
た
新
鮮
な
野
菜
な
ど

を
買
い
求
め
る
人
で
大
に

ぎ
わ
い
。
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
歌
や
ダ
ン
ス
、
吉
利
保
育
園

児
に
よ
る
和
太
鼓
な
ど
が
披
露
さ
れ

祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
特
別
企
画
と
し
て
「
昔
の

吉
利
写
真
展
」
を
開
催
。
吉
利
地
区

で
撮
影
さ
れ
た
昔
の
家
族
写
真
や
風

景
写
真
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た

人
は
昔
を
懐
か
し
む
よ
う
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。 



温
水
プ
ー
ル
を
使
っ
て
　
イ
チ
・
ニ
、イ
チ
・
ニ 

Ｂ
＆
Ｇ
ア
ク
ア
リ
ズ
ム
体
験

　
Ｂ
＆
Ｇ
ア
ク
ア
リ
ズ
ム
体
験
が
十

一
月
十
一
日
、
Ｂ
＆
Ｇ
東
市
来
海
洋

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
ゆ
の
も
と
保

育
所
の
園
児
十
八
人
が
参
加
し
ま
し

た
。 

　
こ
れ
は
、
プ
ー
ル
で
の
水
遊
び
を

取
り
入
れ
た
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
運
動
を

通
し
て
、
子
ど
も
の
健
全
な
成
長
を

促
し
楽
し
み
な
が
ら
自
然
と
泳
げ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
す
。 

　
体
験
は
、
水
が
苦
手
な
園
児
も
い

る
た
め
、
い
き
な
り
プ
ー
ル
に
入
ら

ず
に
音
楽
体
操
や
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー

ム
な
ど
で
水
に
入
る
こ
と
へ
の
緊
張

を
ほ
ぐ
す
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
小
プ
ー
ル
で
の
水
遊
び

や
大
プ
ー
ル
で
の
ビ
ー
ト
板
水
泳
に

取
り
組
み
ま
し
た
。 

　
体
験
し
た
園
児
全
員
か
ら
「
楽
し

か
っ
た
」
と
言
う
声
が
上
が
り
、
す

っ
か
り
プ
ー
ル
が
大
好
き
に
な
っ
た

一
時
間
と
な
り
ま
し
た
。 

市
消
防
本
部
チ
ー
ム
が
九
州
大
会
制
覇
！ 

消
防
駅
伝
in
福
岡

　
消
防
駅
伝
in
福
岡
（
九
州
地
区

消
防
駅
伝
大
会
）
が
十
一
月
二
十
一

日
、
福
岡
市
で
行
わ
れ
、
市
消
防
本

部
チ
ー
ム
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。 

　
大
会
に
は
、
九
州
各
県
か
ら
七
十

二
チ
ー
ム
が
出
場
。
国
営
海
の
中
道

海
浜
公
園
の
周
回
コ
ー
ス
５
区
間
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
二
十
八
日
に
南
さ
つ
ま
市

で
行
わ
れ
た
県
下
消
防
職
員
駅
伝
大

会
で
も
消
防
本
部
チ
ー
ム
が
優
勝
し

ま
し
た
。 

　
レ
ー
ス
は
、
両
大
会
と
も
、
新
人

の
１
区
篠
原
正
大
選
手
が
好
位
置
で

タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、
二
区
の
ベ
テ
ラ

ン
小
園
勇
作
選
手
が
ト
ッ
プ
に
立
つ

と
、
３
区
徳
重
祐
児
選
手
、
４
区
中

渡
瀬
裕
樹
選
手
が
後
続
を
引
き
離
し
、

ア
ン
カ
ー
有
馬
拓
美
選
手
が
区
間
賞

の
走
り
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

　
柿
内
和
浩
監
督
は
「
市
民
の
皆
さ

ん
の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
の
体
力

向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
二
年
以

内
に
全
国
消
防
本
部
対
抗
駅
伝
大
会

の
優
勝
を
目
指
し
た
い
」
と
今
後
の

目
標
を
話
し
ま
し
た
。 

　
妙
見
神
社
相
撲
大
会
が
十
一
月
二

十
九
日
、
同
神
社
境
内
で
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
中
之
里
地
区
一
体
と
な
っ
て
実
施

す
る
こ
の
伝
統
の
相
撲
大
会
は
、
同

神
社
の
奉
納
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て

お
り
、
今
年
で
十
八
回
目
。 

　
大
会
は
、
白
い
ま
わ
し
を
締
め
た

子
ど
も
た
ち
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、

会
場
に
詰
め
掛
け
た
観
衆
か
ら
大
き

な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

　
高
校
生
の
部
で
は
、
鹿
児
島
市
内

の
強
豪
校
の
参
加
も
あ
り
、
迫
力
に

満
ち
た
取
組
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
婦
人
部
が
中
心
と
な
っ
て

振
る
舞
っ
た
豚
汁
と
お
に
ぎ
り
に
、

参
加
者
や
観
客
ら
は
舌
鼓
を
打
っ
て

い
ま
し
た
。 

伝
統
の
奉
納
相
撲
に
大
歓
声 

妙
見
神
社
相
撲
大
会

　
十
一
月
七
日
に
Ｋ
Ｋ
Ｂ
小
学
生
陸

上
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９
が
、
同
月
二

十
八
日
に
鹿
児
島
レ
デ
ィ
ー
ス
陸
上

競
技
大
会
が
県
立
鴨
池
陸
上
競
技
場

で
行
わ
れ
、
両
大
会
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
チ
ェ
ス
ト
伊
集

院
陸
上
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
選
手
が

見
事
入
賞
、
十
二
月
三
日
市
役
所
を

訪
れ
、
宮
路
市
長
に
好
成
績
を
報
告

し
ま
し
た
。 

　
市
長
は
「
来
年
も
入
賞
目
指
し
て

が
ん
ば
っ
て
」
と
激
励
。 

　
キ
ャ
プ
テ
ン
の
今
田
聖
奈
さ
ん
（
鶴

丸
小
六
年
）
は
「
こ
れ
か
ら
も
記
録

更
新
を
目
指
し
て
一
生
懸
命
練
習
し

ま
す
」
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。 

陸
上
競
技
大
会
で
見
事
入
賞 

チ
ェ
ス
ト
伊
集
院
陸
上
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

農
山
漁
村
女
性
活
動
功
労
者
表
彰
を
受
賞 

農
山
漁
村
の
地
域
活
性
化
に
貢
献

▲一生懸命摘み取っています

▲おいしそうにイチゴをほおばる園児たち

　
農
村
漁
村
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推

進
研
修
会
が
十
一
月
二
十
七
日
、
県

民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
迫

　
千
穂
子
さ
ん
（
日
吉
）
が
、
農
業

者
の
労
働
改
善
や
家
族
経
営
協
定
を

広
く
普
及
さ
せ
、
魅
力
あ
る
農
業
経

営
の
確
立
を
推
進
し
た
と
し
て
、
農

山
漁
村
女
性
活
動
功
労
者
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
迫
さ
ん
は
、
日
置
市
生
活
研
究
グ

ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
日
吉
支
部
長
と

し
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

や
女
性
経
営
士
の
育
成
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

今
年
も
大
将
季（
だ
い
ま
さ
き
）を
よ
ろ
し
く 

デ
コ
ポ
ン
は
さ
み
入
れ

　
片
平
勇
作
さ
ん
（
東
市
来
）
の
ハ

ウ
ス
で
十
一
月
二
十
四
日
、
加
温
デ

コ
ポ
ン
の
は
さ
み
入
れ
式
が
あ
り
ま

し
た
。 

　
今
回
、
は
さ
み
入
れ
さ
れ
た
の
は
、

「
大
将
季
」（
だ
い
ま
さ
き
）
と
い
う

品
種
、
特
性
と
し
て
果
皮
や
果
肉
色

が
濃
く
、
市
場
で
も
高
い
評
価
を
受

け
て
い
ま
す
。 

　
片
平
さ
ん
は
「
苗
付
け
か
ら
三
年

目
の
集
大
成
を
迎
え
た
。
デ
コ
ポ
ン

は
今
後
開
け
て
い
く
分
野
。
こ
れ
か

ら
デ
コ
ポ
ン
作
り
を
始
め
る
人
の
道

筋
と
な
れ
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
頑
張

り
た
い
」
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。 

　
今
が
旬
の
デ
コ
ポ
ン
を
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
味
わ
っ
て
！ 

み
ん
な
で
育
て
た
恵
み
を
味
わ
う
収
穫
祭 

住
吉
小
学
校
収
穫
祭（
日
吉
）

　
五
・
六
年
生
を
中
心
に
、
も
ち
米

の
田
植
え
、
稲
刈
り
、
脱
穀
な
ど
、

地
域
の
方
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
収

穫
し
た
も
ち
米
を
使
用
し
て
十
二
月

十
八
日
、
収
穫
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
日
ご
ろ
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
地
域
の
皆
さ
ん
を
招
い
て
、

子
ど
も
た
ち
が
も
ち
を
つ
き
、
き
な

粉
や
あ
ん
こ
の
も
ち
を
作
っ
て
収
穫

の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。 

　
つ
き
た
て
の
も
ち
は
、
と
っ
て
も

お
い
し
い
と
大
好
評
。
何
回
も
お
か

わ
り
を
す
る
児
童
も
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
五
・
六
年
生
か
ら
地
域
の

皆
さ
ん
に
お
礼
の
こ
と
ば
や
縦
笛
演

奏
が
贈
ら
れ
、
も
ち
米
づ
く
り
の
指

導
を
し
て
い
た
だ
い
た
山
口
生
之
さ

ん
に
は
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

　
最
後
は
み
ん
な
で
歌
を
う
た
い
、

楽
し
く
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

甘
く
て
お
い
し
い
イ
チ
ゴ
を
ど
う
ぞ 

東
市
来
イ
チ
ゴ
収
穫
祭

　
東
市
来
い
ち
ご
部
会
の
イ
チ
ゴ
収

穫
祭
が
十
一
月
三
十
日
、
谷
口
正
巳

さ
ん
の
農
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
部
会
関
係
者
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の

後
、
収
穫
祭
に
参
加
し
た
伊
作
田
保

育
園
児
十
二
人
が
イ
チ
ゴ
摘
み
を
体

験
。
甘
酸
っ
ぱ
い
香
り
漂
う
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
で
摘
み
取
っ
た
、
赤
く
大

き
く
実
っ
た
イ
チ
ゴ
を
次
々
と
ほ
お

ば
り
「
甘
い
ね
」「
お
い
し
い
ね
」

と
声
を
弾
ま
せ
ま
し
た
。 

　
谷
口
さ
ん
は
「
今
年
は
部
会
員
各

自
の
徹
底
し
た
育
苗
管
理
に
よ
り
炭

疽
（
た
ん
そ
）
病
の
被
害
も
少
な
く
、

理
想
的
な
苗
を
十
分
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
ぜ
ひ
、
大
き
く
て
甘
い

イ
チ
ゴ
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。 



1月のリボンは・・・パープルリボン　　です 

　パープルリボンは「女性に対する暴力根絶運動」のシンボルです。 
　この活動は、1994 年アメリカで発祥し、個人間の暴力や虐待の防止と啓発を目的として始まりました。
現在では、40カ国以上に広がり、国際的なネットワークへと発展しています。 

 

伊
集
院
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

木
下
　
幸
弥
　
　
英
昭
　
　
妙
円
寺
三
区 

岩
切
ま
り
な
　
　
成
人
　
　
天
神
馬
場 

川
上
　
将
大
　
　
友
大
　
　
郡
下 

中
馬
　
愛
華
　
　
了
　
　
　
妙
円
寺
九
区 

黒
岩
　
龍
聖
　
　
雄
　
　
　
天
神
馬
場 

東
　
　
雅
人
　
　
大
介
　
　
瀬
戸
内 

道
岡
　
　
凛
　
　
昇
　
　
　
妙
円
寺
九
区 

大
原
　
　
士
　
　
優
志
　
　
駅
前 

増
田
さ
く
ら
　
　
剛
　
　
　
朝
日
ヶ
丘 

眞
壁
　
虹
雅
　
　
大
地
　
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
二
・
三
区 

緒
方
な
な
み
　
　
大
輔
　
　
猪
鹿
倉 

田
之
畑
　
蒼
　
　
武
　
　
　
猪
鹿
倉 

柴
山
　
　
朔
　
　
直
樹
　
　
麓
東 

宮
　
美
莉
亜
　
　
亮
　
　
　
天
神
馬
場 

北
嶋
　
大
地
　
　
忠
央
　
　
立
野 

 

東
市
来
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

留
盛
　
潤
海
　
　
慈
文
　
　
堀
内 

中
本
　
六
彌
　
　
政
伯
　
　
野
下 

田
中
　
麗
南
　
　
剛
志
　
　
古
市 

奥
　
　
海
翔
　
　
裕
介
　
　
田
之
湯 

原
口
　
倖
歩
　
　
哲
男
　
　
田
之
湯 

上
口
　
悦
司
　
　
武
之
　
　
美
山
下 

横
路
　
　
楽
　
　
直
　
　
　
元
湯 

谷
口
　
海
來
　
　
健
　
　
　
江
口 

 

日
吉
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

田
中
　
琉
翔
　
　
健
太
　
　
日
置
麓 

 

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

鳥
井
口
玲
央
　
　
正
明
　
　
緑
ヶ
丘 

　
満
　
柚
希
　
　
真
治
　
　
上
草
田 

漆
島
　
俐
子
　
　
久
志
　
　
下
田
尻 

若
松
里
々
花
　
　
直
樹
　
　
下
中
之
里 

坂
口
　
心
音
　
　
雅
人
　
　
緑
ヶ
丘 

榮
福
　
　
成
　
　
圭
　
　
　
原
園 

岩
元
　
　
律
　
　
淳
一
　
　
赤
仁
田 

原
口
　
優
心
　
　
真
二
　
　
東
本
町 

       

伊
集
院
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

瀬
戸
山
ヒ
ロ
子
　
　
77
　
郡
上 

稲
森
　
重
雄
　
　
62
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
二
・
三
区 

田
代
　
イ
ト
　
　
80
　
猪
鹿
倉 

堀
　
由
美
子
　
　
66
　
上
之
馬
場 

中
原
　
新
吉
　
　
88
　
猪
鹿
倉 

西
郷
　
庄
市
　
　
94
　
下
神
殿
二
区 

坂
口
　
義
雄
　
　
92
　
妙
円
寺
五
区 

前
村
　
サ
ト
　
　
97
　
竹
之
山 

中
島
キ
ミ
子
　
　
87
　
や
は
ず
の
里 

　
村
キ
ク
ヱ
　
　
92
　
銀
天
通 

内
　
　
勝
　
　
　
79
　
中
神
殿 

宮
　
　
晴
二
　
　
90
　
朝
日
ヶ
丘 

山
下
　
　
光
　
　
66
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
二
・
三
区 

平
川
　
広
海
　
　
66
　
太
陽
の
里 

東
　
　
ニ
ワ
　
　
102
　
清
藤 

早
馬
　
タ
ケ
　
　
94
　
麦
生
田
西 

 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

山
下
　
利
光
　
　
83
　
宮
田 

野
元
　
國
義
　
　
78
　
下
養
母 

石
川
　
掬
彦
　
　
69
　
美
山
下 

福
留
　
光
雄
　
　
96
　
高
塚
東 

宮
永
　
由
成
　
　
76
　
中
央 

島
田
　
　
勲
　
　
87
　
郷
戸 

奥
薗
　
賢
治
　
　
77
　
上
伊
作
田 
 

日
吉
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

久
留
米
　
義
　
　
81
　
熊
野 

古
里
　
ノ
ブ
　
　
93
　
熊
野 

山
内
タ
ミ
子
　
　
80
　
柿
の
谷 

大
坂
す
ず
子
　
　
44
　
北
区 

伊
内
　
義
春
　
　
83
　
諏
訪 

下
野
　
ノ
キ
　
　
92
　
青
松
園 

小
吹
ノ
リ
子
　
　
72
　
扇
尾 

 

吹
上
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

常
法
　
常
美
　
　
83
　
浜
田 

山
口
　
康
男
　
　
74
　
坊
野 

櫻
井
　
ナ
ツ
　
　
89
　
小
牧 

坊
野
　
正
明
　
　
68
　
永
吉
中
央 

春
崎
　
政
男
　
　
85
　
小
牧 

井
前
　
　
梓
　
　
76
　
下
草
田 

小
永
吉
憲
幸
　
　
63
　
小
永
吉 

大
野
　
耕
一
　
　
78
　
今
田 

山
下
　
晴
実
　
　
58
　
小
牧 

大
迫
　
ミ
サ
　
　
94
　
南
宮
内 

１２   
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

１２
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

ゆ
き
や
 

 し
ょ
う
だ
い
 

あ
い
か
 

り
ゅ
う
せ
い
 

ま
さ
と
 

　
　
り
ん
 

　
　
あ
き
 

 こ
う
が
 

 　
　
あ
お
い
 

　
　
さ
く
 

み
　
り
　
あ
 

だ
い
ち
 

   う
る
み
 

む
つ
や
 

れ
い
な
 

か
い
と
 

ゆ
き
ほ
 

え
つ
し
 

 
 
が
く
 

　み
　ら
い
 

   る
い
と
 

   　れ
　
お
 

ゆ
ず
き
 

　り
　
こ
 

　り
　
り
　
か
 

こ
こ
ね
 

　
　
な
る
 

　
　
り
つ
 

ゆ
う
し
ん
 

 

　年齢を重ね「老化は仕方ないこと…」と考えていま
せんか? 
　心身の機能を低下させてしまう原因の多くには「も
う年だから…」「おっくうだから」と身の回りのこと
や家事、また、外出をしなくなることがあります。 
　このような生活は、筋力や意欲を低下させ、やがて
認知症や寝たきりの状態につながります !（生活不活
発病） 

【介護認定率】 （※65歳以上の方のうち、介護認定を受けている方の割合）

H20.4月 

18.78％ 

H20.10月 

19.09％ 

H21.4月 

19.29％ 

H21.10月 

19.70％ 

年々増加傾向にあり、高齢者（65歳以上）のうち約２割の方が
介護認定を受けています。　（平成20年度） 

　この教室は、運動を中心とした介護予防教室です。伊集院・東市来の方
は市中央公民館、日吉・吹上地域の方は各保健センターで実施しています。 
　運動指導士が家でも続けられる運動を丁寧に伝授致します !

【介護認定の原因疾患】 
　１位　関節疾患 
　２位　脳血管疾患 
　３位　認知症 

介護予防を始めたい方必見☆ 

　月２回（おおよそ第２・４木曜日）
実施しています。 
　平成21年２月から始まり、参加者は
まだ少数ですが、みんな和気あいあい、
楽しみながら運動をしています。 

高齢期でも、鍛えることで筋力は
確実に向上します !!

寝たきりになら
んごっせんな !!　
自分のためやっ
でなぁ～

みんなと話しが
できることが
一番うれしい !!

～運動後の茶話会にて～ 
　「わたしは足の手術をしてから運動は出来ないと諦めていたけど、ここならゆっくりペー 
　スの体操なので、安心して続けられます !」「ここに来て明るくなったんですよ !!」とのこ 
　と。皆さんの笑顔がとても印象的でした !!

～そのほかの運動教室～　（場所） 
伊集院地域…健康体操（市中央公民館）、健康スマイル・ハンサム教室（市中央公民館）、貯筋講座（ゆすいん） 
東市来地域…健康お楽しみクラブ（B＆G海洋センター）、吹上地域…きばいもんそ教室（吹上保健センター　ほか） 

※　興味のある方は市役所健康保険課健康増進係までお問い合わせください !

腰を重点的に鍛え筋力をつけましょう ! 
 

口の手入れ・口腔の体操を毎日の習慣に ! 
健口作りも忘れずに ! 

生活習慣の改善で、認知症を予防しましょう !

健康で自立した生活の基本は食べること ! 
“食べること”を楽しみましょう ! 

趣味や好きなことを見つけましょう ! 
“閉じこもり予防”をしましょう。 

「うつ」は誰でもかかりうる病気。 
うつ予防をしましょう !

　
日
置
市
身
体
障
害
者
相
談
員
と
知

的
障
害
者
相
談
員
委
嘱
状
交
付
式
が

十
一
月
二
十
四
日
、
日
置
市
役
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
障
害
者
相
談
員
は
障
害
の
あ
る
方

や
そ
の
家
族
な
ど
か
ら
の
相
談
（
生
活
・

年
金
・
医
療
・
障
害
者
手
帳
な
ど
）

に
応
じ
、
必
要
な
助
言
な
ど
を
行
い

ま
す
。 

　
こ
の
制
度
は
平
成
十
二
年
か
ら
県

事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、

障
害
者
等
相
談
支
援
事
業
所
（
日
置

市
内
五
事
業
所
）
と
の
連
携
を
図
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
障
害
者
の
相
談
支

援
体
制
が
よ
り
一
層
強
化
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
今
年
度
か
ら
市
の
事
業

と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

　
生
活
上
の
こ
と
や
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
な
ど
で
お
困
り
の
こ
と
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
障
害
者
相
談
員
ま
た

は
障
害
者
等
相
談
支
援
事
業
所
ま
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
相
談
員
と
相
談
支
援
事
業
所
の 

                                   
連
携
に
よ
り
支
援
体
制
が
強
化 

伊集院地域相談支援事業所
（太陽の里）
東市来地域相談支援事業所
（ふるさと学園内）
日吉地域相談支援事業所
（障害者支援センターうめの里内）
吹上地域相談支援事業所
（吹上学園内）
精神障害者相談支援事業所
（向陽ホーム内）

273－3211

274－2061

246－8177

296－2308

273－3767

氏    名
佐藤　彰矩
中玉利忠志
松尾　利博
浅井　良一
北山　廣幸
山　　隆三
梅木　　夫
下園　　忠

地  域

伊集院

東市来

日　吉

吹　上

連絡先
273－0111
273－9339
273－3533
274－0310
274－5609
292－3240
299－3176
296－4432

連絡先
272－4755
292－4089

身体障害者相談員 

知的障害者相談員 
氏　名
姥　美穗子
加藤ムツ子 障害者等相談支援事業所 

事　　業　　名 連絡先



市
内
に
在
住
の
６
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
 

⑤
広
報
へ
の
ご
意
見
⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、
市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課
（
住
所
は
 

末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

　元気にのびのびと育ってね。いつま
でも仲良しでいてください。 

■おとうさん・おかあさんから 　自然の中でのびのびと元気に素直
に育ってね。 

■おかあさんから 

元気のある 

お子さんの写真を 

募集しています。 

文 

文 

伊作小 

吹上中 

さつま湖 

正円池 

吹上 
支所 

２７０ 

吹上歴史 
民俗資料館 

　「
初
め
て
自
分
で
人
工
授
精
し
た
牛
か
ら
子
牛
が
生
ま
れ
、
そ
の
牛
を
市
場
に
出
荷
し

た
と
き
は
感
動
し
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
話
す
今
村
さ
ん
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
肉
用

牛
繁
殖
農
家
の
父
親
の
姿
を
見
て
育
ち
「
将
来
は
地
元
に
残
っ
て
農
業
が
し
た
い
」
と

県
立
農
業
大
学
校
を
卒
業
後
、
畜
産
農
家
と
し
て
就
農
、
現
在
、
親
牛
三
十
六
頭
と
子

牛
二
十
一
頭
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。 

　
毎
日
午
前
六
時
す
ぎ
に
起
床
す
る
と
牛
舎
に
駆
け
付
け
、
飼
育
す
る
牛
に
優
し
く
接

し
な
が
ら
敷
き
わ
ら
を
取
り
換
え
た
り
、
餌
を
与
え
た
り
す
る
作
業
に
黙
々
と
励
ん
で

い
ま
す
。 

　
ま
た
、
農
大
時
代
に
家
畜
人
工
授
精
師
の
資
格
を
取
得
。
畜
産
業
の
傍
ら
、
市
内
外

の
畜
産
農
家
で
人
工
授
精
に
も
取
り
組
み
、
取
材
し
た
こ
の
日
も
、
羽
島
（
い
ち
き
串

木
野
市
）
か
ら
帰
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
し
た
。 

　「
農
業
は
、
天
候
に
左
右
さ
れ
や
す
く
牧
草
の
収
穫
時
期
に
雨
が
予
想
さ
れ
る
と
き
な

ど
は
、
夜
中
の
二
時
ご
ろ
ま
で
作
業
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

い
つ
も
身
近
に
い
た
牛
が
好
き
で
苦
労
に
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
笑
顔
を
見

せ
ま
す
。 

　
所
属
す
る
県
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
で
は
、
昨
年
の
五
月
ま
で
副
会
長
を
務
め
、
農
業
全

般
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
や
地
域
の
農
業
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
鹿
児
島
市
の
大
型
商
業

施
設
で
自
分
た
ち
の
作
っ
た
農
産
物
即
売
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
ま
し
た
。 

　「
生
き
物
が
相
手
だ
け
に
大
変
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。

将
来
的
に
は
、
親
牛
を
五
十
頭
ま
で
増
や
し
、
肥
育
農
家
か
ら
信
頼
さ
れ
、
安
心
し
て

子
牛
を
買
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
生
産
農
家
に
な
り
た
い
で
す
」 東市来町養母（荻自治会） 

今村　優貴さん〔26歳〕 
いま　むら　　　ゆう　き 

●畜産農家 
●鹿児島県青年農業士 

り　こ 

ゆ　ら 
大瀧　莉子ちゃん（５才） 

　　　幸来ちゃん（３才７ヵ月） 

父　哲宏さん　母　真奈美さん 
（日吉町日置） 

じんらい 

鳩野　仁麗くん（９カ月） 

父　浩志郎さん　母　裕子さん 
（日吉町吉利） 

　
わ
た
し
の
将
来
の
夢
は
、
通
訳

の
仕
事
を
す
る
こ
と
で
す
。 

　
そ
の
理
由
は
、
よ
く
ニ
ュ
ー
ス

で
通
訳
し
て
い
る
人
を
見
て
い
て

「
か
っ
こ
い
い
な
」「
外
国
の
人
と

話
が
で
き
る
っ
て
い
い
な
」
と
思

っ
て
あ
こ
が
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

わ
た
し
は
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
英

会
話
を
習
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

英
単
語
を
覚
え
た
り
、
会
話
を
し

た
り
す
る
こ
と
が
大
好
き
で
す
。

家
で
も
、
毎
日
母
と
一
緒
に
英
単

語
の
練
習
を
し
た
り
、
英
語
で
会

話
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。 

　
学
校
で
も
毎
週
楽
し
み
に
し
て

い
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

英
語
の
時
間
で
す
。
今
年
か
ら
小

学
校
で
も
英
語
が
毎
週
一
時
間
ず

つ
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
友
達

と
会
話
を
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
に

か
く
わ
た
し
に
と
っ
て
は
、
と
て

も
楽
し
い
時
間
で
す
。
で
す
か
ら
、

わ
た
し
は
今
こ
ん
な
に
大
好
き
な

英
語
を
生
か
し
た
通
訳
の
仕
事
が

し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
、
も
っ
と
努
力
を

重
ね
て
、
い
つ
か
通
訳
と
し
て
世

界
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
た
ち

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ

て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

わ
た
し
の
夢 

鶴
丸
小
学
校
　
六
年
　
櫻
井
　
里
菜
さ
ん 

吹上支所から徒歩１分 

Access

さ
く
ら
い
　
　
　
り
　
な 

　平成 21年の５月から７月にかけて、吹上中学校の敷
地内で発掘調査が行われました。吹上中を含む一帯は弥
生時代後期から古墳時代（３世紀～６世紀前半）の大集
落辻堂原遺跡で、その一部が調査されました。 
　辻堂原遺跡は昭和 51年に吹上中学校建設に伴う発掘
調査が行われ、107軒の住居跡が発見されました。平成
21年の調査では、600平方メートルの範囲から大型の住
居を含む 30軒ほどの住居跡が見つかっています。発掘
されたのは巨大な集落の一部で、集落はさらに広がるも
のと予測されます。これほどたくさんの住居跡が密集し
て発見される例は少なく、辻堂原遺跡が薩摩半島西海岸
の中心的な集落だったと考えられます。 
　吹上歴史民俗資料館には、辻堂原遺跡で発見された大
量の土器の一部や、稲作農業を行なっていたことを示す
炭化米、発見された住居跡の写真などが展示されていま
す。昭和51年の調査の資料は、常設展示されています。
平成 21 年の資料はごく一部
ですが今年の３月末まで臨時
のコーナーを設けて展示して
います。 

有村　和子さん（76歳） 吹上町今田 

　公民館講座がきっかけで始めた貝殻細
工は今年で 18年目になります。「貝殻は、
近くの海岸で集めた物を使ったり、赤色
や黄色など鮮やかな色の貝殻を探しに、
薩摩川内市や長島町の海岸まで行ったり
することもあります」また「集めた貝殻
を色や形ごとに分け、これから何を作ろ
うかと考えるのも楽しいです」と笑顔を
見せます。「以前は、大きな作品を作って
いましたが、今は小物をたくさん作って、
家に飾ったり友達にプレゼントしたり、楽しみながら作って
います」と有村さん。「これからも、ゆっくりとした時間の
中で、貝殻が持つ自然の美しさを楽しんでいきたいです」 

 

『貝殻細工』 
ありむら　　　かず　こ 

平成21年度発掘調査展示コーナー
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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 
総人口　51,928人（27） 
　男　　24,326人（　1） 
　女　　27,602人（26） 
世帯数　22,491　（　7） 

東市来地域　12,807人 
伊集院地域　24,492人 
日吉地域　　　5,512人 
吹上地域　　　9,117人 

1月1日現在 （　）は前月比 

「師走の伊集院を元気いっぱい力走」 
　いじゅういん梅マラソンジョギング大会
が師走の伊集院で行われ、参加者は、記
録に挑戦したり、思い思いのペースで走
ったりとそれぞれマイペースでさわやか
な汗を流しました。 
（「過去最高の3260人がさわやかに力走」 

P17関連記事） 
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日吉支所 
TEL 099（292）2111

吹上支所 
TEL 099（296）2111 

 

自
助
・
共
助
の
精
神
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る 

向
湯
田
自
治
会
（
東
市
来
地
域
） 

▲活躍しているお助けマン ▲山元登会長

▲自主防災組織で毎年行う訓練

▲「憩いの日」に子どもたちと交流

治
会
活
動
を
行
う
に
当
た
っ
て

は
、
住
民
の
意
向
を
反
映
さ
せ

る
た
め
、
運
営
委
員
会
を
行
い
な
が

ら
、
実
施
し
て
い
ま
す
。 

齢
者
と
子
ど
も
た
ち
に
優
し
い

集
落
を
目
指
し
て
、
四
月
に
小

中
学
生
の
安
全
な
通
学
を
確
保
す
る

た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
と
安
全
通
学

見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
）
と
の
交
流
会
を
実
施
し
ま

す
。 

　
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
高
齢
者

が
登
下
校
の
時
間
帯
に
合
わ
せ
、
家

の
外
に
出
て
庭
掃
除
や
散
歩
な
ど
を

行
い
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
見
守
る
取
り
組
み
で
す
。 

　
台
風
お
助
け
マ
ン
は
、
高
齢
者
に

対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、

平
成
十
三
年
に
結
成
し
ま
し
た
。
結

成
当
時
は
、
台
風
、
大
雨
な
ど
が
予

想
さ
れ
る
と
き
に
高
齢
者
宅
の
雨
戸

の
開
け
閉
め
な
ど
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
で
は
、
お
助
け
マ
ン
と
し
て
、

高
木
の
剪
定
な
ど
高
齢
者
が
で
き
な

い
作
業
な
ど
も
手
伝
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

き
い
き
サ
ロ
ン
は
「
憩
い
の
日
」

と
し
て
、
年
六
回
開
催
し
て
い

ま
す
。 

　
サ
ロ
ン
で
は
、
季
節
の
行
事
や
子

ど
も
た
ち
と
の
交
流
、
食
事
会
な
ど

を
行
い
、
生
き
が
い
健
康
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
は
、
平
成

十
二
年
に
設
置
。
毎
年
、
消
防
本
部

か
ら
職
員
を
招
き
、
初
期
消
化
訓
練

と
救
急
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

年
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
で
公
民
館
の
利
用
促
進
を
図

る
た
め
の
空
調
設
備
や
パ
ソ
コ
ン
、

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
を
購
入
し
、
十
二
月

に
備
品
の
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。 

　
今
後
、
こ
の
備
品
を
活
用
し
た
活

動
な
ど
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

り
よ
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

は
、
集
落
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
「
声

か
け
・
あ
い
さ
つ
」
が
基
本
だ
と
思

い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
「
共
生
・
協
働
」
の

地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
意
思
の
疎

通
と
相
互
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
自

治
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

で
す
。 

自 高 

い 今 

よ 
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向湯田自治会 
（東市来地域） 

　
東
市
来
地
域
の
北
西
部
、
湯
田

地
区
を
形
成
す
る
自
治
会
の
一
つ

向
湯
田
自
治
会
。
平
成
二
十
二
年

一
月
一
日
現
在
で
百
七
十
六
世
帯

四
百
七
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

　
い
ち
き
串
木
野
市
と
の
市
境
に

位
置
し
、
南
に
流
れ
る
大
里
川
に

平
行
し
て
山
す
そ
に
住
宅
地
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
に

は
湯
田
小
学
校
、
湯
之
元
駅
、
ス

ー
パ
ー
な
ど
が
近
い
た
め
、
住
環

境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。 

今月の 
表　紙 

む
か
　
ゆ
　
だ 




